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抄
録
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大
阪
は
古
来
商
業
の
都
會
な
れ
ざ
も
、
學
問
の
開
け
し
も
亦
久
し
く
、
町
人
文
學
の
盛
な
る
海
内
其
比
を
見
す
0

和

漠
學
は
言
ふ
も
班
な
b‘

院
本
、
小
訛
、
俳
諧
、
狂
歌
に
至
る
ま
で
其
門
頗
ろ
多
く
、
各
特
色
ぁ
b
て
、
其
勢
力
も
亦
侮

る
べ
か
ら
す
00
今
漢
文
學
研
究
の
方
面
を
観
察
す
る
に
、
我
が
恢
徳
堂
を
以
て
斜
ご
露
し
、
況
泄
祉
を
以
て
緯
マ
J

総
し
、

伊
物
綺
其
他
の
各
派
其
間
に
観
映
す
マ
J

見
る
を
得
べ
き
か
0

湿
沌
祉
其
他
に
闊
し
て
は
姑
く
言
は
す
、
懐
徳
堂
は
官
に

享
保
十
一
年
に
創
ま
、
り
。
明
治
維
新
の
際
に
一
時
廣
絶
し
、
時
に
隆
替
を
免
れ
す
マ
」
雖
も
、
大
阪
の
文
放
を
主
持
す
る

こマ
J

宵
に
一
百
敷
十
年
、
久
し
か
ら
す
マ
J

せ
す
。
石
症
、
梵
施
に
始
ま
b
て
、
竹
山
、
服
軒
に
盛
ん
に
、
其
學
派
の
分

布
せ
る
其
勢
力
の
盛
な
る
昌
平
災
に
職
げ
b°

創
學
の
年
月
に
於
い
て
恢
徳
堂
よ
り
早
き
も
の
、
長
崎
に
立
山
書
院
あ

り
、
岡
山
に
閑
谷
覺
あ
り
、
幕
府
に
昌
平
覺
あ
り
、
肥
前
に
東
原
痒
含
あ
b
こ
雖
も
、
懐
徳
堂
が
商
業
地
の
大
阪
に
起

（
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b
て
、
久
し
き
に

i

旦
り
て
、
以
て
民
葬
人
逍
を
講
明
せ
し
は
尤
も
誇
る
べ
き
事
質
に
あ
ら
ず
や
O

恢
榔
堂
の
創
始
セ
原
ぬ
る
に
、
其
前
身
に
多
松
堂
あ
り
0

中
井
梵
疱
が
三
宅
石
症
へ
入
円
せ
し
よ
り
、
屁
他
同
門
の

三
星
星
武
右
衛
門
．
逍
明
寺
屋
吉
左
術
門
、
舟
橋
届
四
郎
左
衛
門
等
マ
J

謀
り
〕
醐
金
し
て
今
の
安
士
町
二
丁
目
北
側
に

宅
を
買
ひ
て
石
症
を
住
ま
せ
、
多
松
堂
AfJ

名
け
て
講
曾
の
虞

Jゞ

な
せ
り
0

こ
れ
正
徳
―
二
年
の
事
な
る
が
、
敷
年
の
後
、

石
疱
強
い
て
高
脱
橋
三
丁
目
な
る
苧
屋
三
郎
右
衛
門
の
認
居
屋
敷
に
借
宅
せ
る
よ

b‘

享
保
四
年
多
松
堂
も
賓
彿
は
れ

し
が
、
此
頃
よ
り
備
前
屋
吉
兵
衛
、
鴎
池
又
四
郎
な
ぐ
J

も
入
門
し
、
従
滸
の
徒
も
次
第
に
加
は
れ
り
0

會
々
大
火
に
遣

ひ
て
石
惹
平
野
に
立
退
き
し
よ
り
囁
前
記
の
武
右
衛
門
（
麟
畔
）
吉
左
衛
門
（
雰
鯰
）
四
郎
左
衛
門
（
麟
竺
吉
兵
衛
恥
鱈
）

又
四
郎
（
麟
託
）
の
所
謂
る
五
有
志
は
諸
同
志
'
y
J

謀
つ
て
、
災
後
の
地
を
尼
ヶ
綺
町
一
丁
目
（
認
噂
I
)

北
側
な
る
吉
左
術
門

隠
宅
に
卜
し
菖
又
も
此
に
講
含
を
建
て
た
り
0

是
れ
賓
に
亨
保
九
年
五
月
の
事
に
し
て
畜
表
口
六
間
半
、
奥
行
二
十
間

な
り
し
．
名
け
て
恢
徳
堂
'
t
J

い
ひ
し
は
論
語
里
仁
第
阻
の
君
チ
恢
年
徳
の
語
に
取
れ
り
。

十
一
月
石
地
の
平
野
よ
り
節

時
の
朋
軍
は
入
代
吉
宗
公
な
り
し
が
、
拌
て
近
臣
に
向
て
、
京
大
阪
に
も
學
問
所
様
の
廊
怖
へ
設
き
、
忠
孝
の
筋
説

き
聞
せ
た
き
も
の
、
誰
か
願
出
つ
る
者
め
る
ま
じ
き
や
マ
J

の
物
語
あ
り
し
セ
、
大
島
近
江
守
殿
よ
り
蹄
宅
し
て
父
の
古

心
に
物
語
り
、
古
心
よ
り
入
魂
の
三
輪
執
齋
に
心
常
は
な
き
や
マ
J

問
ひ
し
が
、
大
阪
に
は
三
宅
石
症
あ
り
、
人
其
徳
に

服
す
れ
ざ
左
様
の
俵
願
出
づ
べ
き
や
心
元
な
し
さ
て
鳩
右
の
趣
を
執
齋
よ
り
豫
て
相
誠
の
門
人
甍
地
に
文
辿
せ
り
。

り
て
此
に
住
し
0

以
て
子
弟
に
数
授
せ
む
こ
マ
J

を
請
へ
り
。



梵
泄
報
を
得
て
諸
同
志
ご
謀
り
し
に
、
若
し
官
許
を
得
ば
、
口
〈
今
建
立
の
恢
徳
堂
も
長
く
退
膊
の
砥
な
く
、
老
師
石

疱
の
逍
跡
も
永
遠
に
他
は
る
べ
く
、
本
望
の
至

Jゞ

衆
議
一
決
し
け
る
が
、
今
之
を
老
師
に
告
げ
な
ば
恐
ら
く
は
許
可
な

か
ら
ん
、
暫
く
之
を
秘
す
べ
し
マ
J

偽
し
、
梵
泄
再
ら
事
に
常
り
て
江
戸
大
阪
の
間
ク
エ
奔
走
し
、
其
筋
の
注
意
も
あ
り
て

途
に
願
書
は
大
阪
に
て
差
出
す
こ
マ
J

A
な
り
し
が
、
や
が
て
町
奉
行
よ
＇
は
認
他
へ
、
願
意
聞
屈
け
ら
れ
、
學
校
地
は
諸

役
を
免
せ
ら
る
ヽ
を
も
て
、
學
問
所
を
取
立
て
、
長
く
退
轄
せ
ざ
る
様
に
勁
め
よ

yJrtl渡
さ
れ
し
は
十
一
年
七
月
に
て
、

稲
府
の
官
學
昌
平
校
の
創
立
元
藤
三
年
を
去
る
三
十
七
年
後
な
り
0

斯
く
て
更
に
常
時
の
位
邸
堂
の
東
隣
な
る
尼
綺

の
持
地
表
口
五
間
、
謳
行
二
十
間
を
申
立
て
＞
、
此
も
許
さ
几
、
直
し
普
請
に
取
揖
り
同
年
八
月
に
は
落
成
せ
り
0

此

に
至
り
て
校
堂
の
外
に
左
右
寮
含
あ
り
て
．
規
模
頗
る
大
な
り
0

普
請
の
散
川
は
五
同
志
以
下
の
義
金
に
よ
る
°
然
れ

ば
恢
衛
堂
は
最
初
よ
り
し
て
敷
地
は
恩
賜
、
維
持
は
義
金
マ
J

い
ふ
一
種
公
立
の
性
質
な
b
け
り
0

衆
石
惹
を
雅
し
て
學

主
マ
J

な
し
、
競
他
を
推
し
て
學
問
所
預
人
マ
J

せ
り
。
石
地
は
以
前
よ
り
學
校
住
居
な
り
し
が
、
以
後
替
隠
も
堂
内
住
居

學
間
所
の
普
請
は
八
月
に
成
就
せ
し
が
、
石
弛
始
め
て
論
語
の
請
席
を
開
き
し
は
十
月
五
日
な
り
き
。
五
井
閣
洲
聘

せ
ら
れ
て
助
放
マ
J

な
b
日
請
を
主
れ
り
0

並
河
誡
所
、
井
上
亦
水
も
一
時
講
を
助
け
た
り
し
が
、
誡
所
は
享
保
十
二
年

の
四
月
を
以
て
東
に
蹄
り
、

さ
な
れ
り
。

い
て
歯
洲
も
亦
東
滸
の
途
に
上
れ
b
°
然
れ
ば
石
疱
も
享
保
十
二
年
の
夏
唄
よ
b
日
請

を
手
偲
ひ
け
る
が
、
十
三
年
の
春
に
止
み
た
れ
ば
、
井
上
赤
水
一
人
こ
な
り
し
よ
り
、
齢
日
の
請

Jゞ

な
し
、
従
来
主
マ
J 凰



午

十

月
以

上

但
講
秤
始
b
候
後
出
席
候
は
ゞ
、
其
差
別
有
之
ま
じ
く
候

一
、
始
て
出
席
之
方
は
、
中
井
忠
歳
（
疇
吃
）
迄
其
斯
可
肴
＞
之
候
事

但
し
忠
厳
他
行
之
節
者
、
支
配
人
逍
明
寺
新
助
迄
案
内
可
有
＞
之
候

一
、
武
家
方
は
可
＞
腐
二
上
座
一
事

但
不
＞
叶
用
事
出
来
候
は
ゞ
、
講
膵
半
に
も
退
出
可
公
祖
之
候

ば
書
物
不
＞
持
人
も
邸
聞
く
る
し
か
る
ま
じ
く
候
事

一
、
學
問
は
忠
孝
を
遊
し
職
業
を
動
む
る
等
之
上
に
有
之
事
に
て
候
、
請
膵
も
唯
右
之
趣
を
説
す
>
む
る
義
に
候
へ

定

人
の
事
脩
を
参
酌
せ
る
点
に
於
て
用
意
せ
ら
れ
た
る
が
、
其
文
に

畠

し
て
學
校
の
事
務
を
管
理
せ
し
梵
症
も
専
ら
請
説
に
従
事
し
け
り
。
＿
二
輪
執
齋
は
石
磋
の
親
友
に
し
て
懐
偉
堂
創
立
の

張
本
な
り
0

然
れ
ば
京
都
よ
り
大
阪
に
末
り
し
時
に
は
臨
時
の
講
あ
b

0

石
惹
没
後
、
伊
藤
東
涯
を
も
招
請
し
て
講
筵

石
疱
が
享
保
十
一
年
十
月
、
懐
徳
堂
の
空
闊
に
懸
け
し
辟
玉
書
三
ヶ
條
は
平
民
的
赦
育
に
煎
き
を
骰
け
る
マ
J

、
大
阪
町

を
開
け
り
マ
J

い
ふ
。

學

問

所

行

司 四



ご
あ

b°

而
し
て
創
學
常
初
の
殺
科
に
爛
し
て
は
悛
徳
堂
内
事
記
は

一
、
日
請
の
書
は
｀
四
書
、
書
輝
畜
詩
続
＂
春
秋
胡
俯
、
小
學
、
近
思
録

五

一
、
侮
月
望
、
同
志
會
合
、
老
先
生
象
山
集
要
之
請
＂
右
者
侮
年
正
月
十
五
日
初
會
に
て
、
同
志
中
燕
集
、
老
先
生

初
講
有
＞
之
｀
後
有
＞
故
侮
月
之
會
は
十
六
日
に
改
む
、

さ
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
日
請
の
書
は
皆
是
れ
程
朱
の
學
な
れ
ざ
も
、
石
疱
が
正
月
初
講
及
ぴ
侮
月
の
請
膵
は
陸
子
の
一

學
な

b°

要
す
る
に
最
初
の
懐
稔
堂
は
質
に
朱
陸
併
用
な
り
、
外
朱
内
王
な
り
、
四
書
、
五
続
、
及
び
逍
義
の
書
以
外

の
雑
害
、
或
は
表
而
詩
文
を
請
す
る
事
を
も
定
約
に
よ
り
て
禁
じ
た
り
し
が
如
し
。

石
庵
は
恢
郷
堂
創
立
後
．
僅
に
四
五
年
な
る
享
保
十
五
年
七
月
を
以
て
病
歿
せ
り
0

石
造
の
歿
後
、
競
逓
恢
徳
堂
の

學
主
マ
J

な
り
て
．
學
問
所
預
人
の
名
義
を
も
兼
ね
た
り
き
0

競
地
は
官
に
恢
稔
堂
創
立
の
功
臣
な
り
0

創
學
願
立
の
為

に
徒
歩
に
て
江
戸
に
往
復
す
る
こ

Jゞ

前
後
六
回
、
中
間
江
戸
に
て
大
患
に
糀
b

し
も
屈
せ
す
、
途
に
其
志
を
逹
せ
り
。

且
石
痣
の
高
足
こ
し
て
學
徳
並
に
長
じ
た
る
者
甍
造
に
若
く
は
な
し
0

志
術
同
じ
か
ら
ざ
る
學
者
を
聘
せ
ん
よ

b
も、

梵
造
を
し
て
石
避
の
後
を
承
け
し
め
し
は
俯
理
に
於
て
常
然
な
り
。
以
後
中
井
三
宅
の
二
家
は
其
宅
を
入
易
へ
て
住
め

b°
初
め
石
瑚
布
隠
並
に
堂
中
に
住
せ
し
比
は
、
皆
客
分
の
姿
に
て
、
普
請
造
作
賄
方
ま
で
も
一
切
五
同
志
に
て
引
受

け
し
が
、
屁
亜
の
代
こ
な
り
て
、
世
話
人
大
に
戚
じ
、
萬
事
組
の
如
く
な
ら
ざ
る
よ

b‘

梵
疱
は
残
れ
る
五
同
志
の
富

永
芳
春
、
吉
田
盈
枝
、
山
中
宗
古
の
三
人
ご
協
議
し
、
學
校
の
事
一
切
を
菱
施
一
人
に
て
引
受
け
る
事
さ
せ

b
0
是
に



． 

低
に
し
て
創
學
二
十
餘
年
を
閲
し
、
堂
令
も
頒
氾
し
て
、
支
へ
難
ぎ
よ
・
り
、
梵
槌
奪
然
マ
J

し
て
新
築
を
思
ひ
立
ち
、

大
工
共
に
向
ひ
て
、
學
校
資
金
の
餘
諮
を
待
っ
て
工
事
を
興
さ
ん
に
は
、
我
等
存
命
壺
束
な
し
、
先
づ
普
請
を
成
就
せ

し
め
、
後
五
年
を
期
限
マ
J

し
て
追
々
に
支
彿
ば
や
こ
い
ひ
し
に
、
費
痣
の
人
格
に
服
せ
る
事
さ
て
、
衆
エ
(
手
ふ
て
役
に

就
き
、
學
校
は
後
憔
の
模
範
な
り
、
堅
固
に
造
作
せ
ん
こ
ご
、
我
等
の
面
目
な
b
‘
賃
銀
は
問
ふ
所
に
非
す

Jゞ

、
手
を

揃
へ
て
夜
を
日
に
批
ぎ
、
僅
々
十
餘
人
の
大
工
に
て
、
翁
謄
元
年
の
正
月
に
始
り
、
六
月
に
は
普
請
出
来
し
、
人
皆
其

肺
速
に
撒
き
し
ご
い
ふ
°
悦
逓
時
に
年
六
十
な
り
°
是
に
於
て
堂
含
一
新
し
て
焼
然
観
を
改
め
た
b
°
而
し
て
節
省
倹

約
よ
く
工
毀
敷
百
金
を
期
限
の
如
く
償
へ
り
0
此
の
大
土
木
の
成
就
せ
し
は
鴻
池
又
四
郎
の
如
き
篤
志
の
勘
か
ら
ぬ
寄

附
セ
為
せ
る
に
も
よ
る
が
、
茂
施
の
堅
節
さ
材
幹
無
ん
ば
焉
ぞ
か
>
る
を
得
ん
°
菱
惹
の
大
阪
の
文
数
を
稗
盆
せ
し
功

徳
決
し
て
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
°
稔
症
の
徳
性
を
煎
ん
じ
践
屈
セ
術
び
し
こ
さ
此
の
如
し
0
而
し
て
著
述
は
其
好
む

所
に
非
す
、
賓
屑
八
年
六
月
歿
す
。
二
男
あ
b
、
長
は
竹
山
、
次
は
即
ち
履
軒
な
り
。

菱
磋
歿
後
の
學
主
は
常
代
の
若
宿
な
る
閣
洲
を
持
す
べ
ぎ
こ
＜
J

常
然
な
b
°
懐
徳
堂
創
立
の
初
め
、
請
師
を
求
む
る

に
常
b
て
、
競
施
は
薗
洲
に
し
て
諾
せ
{
が
ん
ぱ
、
傘
認
加
は
無
き
に
等
し
こ
ヽ
薗
洲
ょ
っ
て
諾
し
ヽ
始
て
講
を
開
き
し
に

非
す
や
、
薗
洲
東
滸
十
餘
年
に
し
て
蹄
れ
ば
、
梵
疱
病
氣
勝
に
て
日
請
も
絶
々
な
り
し
を
｀
薗
洲
徐
々
に
學
規
の
振
作

を
説
き
、
贄
施
も
亦
喜
ん
で
数
授
を
助
け
ん
こ
マ
J

を
請
ひ
、
再
び
恢
徳
堂
に
助
数
マ
J

し
て
経
を
講
す
る
に
至
れ
b
0
よ

至
り
て
懐
億
堂
維
持
の
制
度
は
一
菱
せ
b
o

..... 
ノ‘



七

義
は
半
公
開
の
姿
マ
J

な
れ
り
0

次
に
席
順
な
る
が
、
最
例
の
壁
事
い
に
武
家
た
る
べ
き
事
ご
あ
り
し
を

し
、
其
功
績
反
て
石
ナ
咤
梵
悲
の
上
に
あ
り
。

つ
て
蘭
洲
は
住
居
を
韓
阪
後
五
年
の
窃
保
一
二
年
九
月
に
堂
中
に
移
せ
b
0
さ
れ
ざ
年
已
に
老
い
、
且
表
而
に
立
つ
を
好

ま
ざ
り
し
よ
り
、
春
槻
先
師
の
子
た
る
を
以
て
學
主
マ
J

な
り
、
竹
山
預
人
ご
な
れ
り
0

冊
の
懐
徳
堂
を
説
く
者
、
重
を

石
砲
、
、
梵
症
．
に
置
き
て
薗
洲
の
功
績
を
知
る
者
蓋
し
希
な
り
。
薗
洲
の
恢
椋
堂
に
於
け
る
、
常
に
助
放
の
地
位
に
廿

ん
じ
て
一
だ
び
も
學
主
預
人
マ
J

こ
そ
露
ら
ざ
れ
、
懐
徳
堂
の
放
育
に
閾
し
、
鼎
又
大
阪
文
學
の
根
祗
セ
養
ひ
し
点
に
閻

蘭
洲
罷
を
執
て
徒
に
授
く
る
事
二
十
年
、
初
め
堂
規
を
掲
ぐ
る
や
、
石
悉
は
無
緑
の
人
は
切
に
講
席
に
入
る
を
禁
じ
た

り
し
が
、
閾
洲
西
蹄
の
後
、
尼
ヶ
綺
町
の
年
寄
川
井
立
牧
よ
り
、
無
緑
の
人
に
も
聴
請
せ
し
め
ら
れ
て
は
如
何
ご
の

111

込
あ
り
0

薗
洲
の
意
見
に
て
町
内
丈
は
無
緑
の
人
に
て
も
苦
し
か
ら
ざ
る
事
に
定
め
だ
h

0

此
に
至
り
て
恢
徳
堂
の
講

一
、
書
生
の
交
は
辟
賤
貧
富
を
論
せ
す
、
可
ふ
ク
同
瑚
ー
事

但
し
大
人
小
子
の
孵
は
可
＞
有
＞
之
候
、
座
席
は
新
蛮
長
幼
學
術
の
没
深
を
以
て
面
々
可
批
翫
認
翌
推
譲
一
候

マ
）
改
め
、
階
級
制
度
の
厳
な
り
，
し
時
代
に
學
問
上
は
投
賤
貧
富
の
差
別
を
認
め
す
、
士
民
平
等
の
思
想
を
表
白
せ
し
は

悛
伯
堂
の
特
色
セ
見
る
べ
し
0

第
三
は
賓
肝
入
年
入
月
薗
洲
等
連
署
の
快
徳
堂
定
約
附
記
な
り
0

駕
定
約
に
は
．
學
主

の
任
は
父
子
相
紹
を
計
さ
ゞ
り
し
に
、
附
記
に
は
學
主
死
後
、
適
常
の
人
を
求
め
難
く
し
て
、
其
子
弟
に
相
態
の
人
あ

ら
ば
、
相
紺
苦
し
か
ら
ざ
る
こ
マ
J

に
改
め
、
次
に
駕
約
に
は
、
學
主
預
b
人
（
公
務
）
支
配
人
（
町
務
）
を
骰
く
こ
'
y
J

露



な
b
し
も
、
支
配
人
は
無
用
な
る
を
も
て
、
學
主
は
敢
禅
を
司
ざ
り
、
預
り
人
は
公
務
を
引
受
く
る
こ
マ
J
A
な
し
、
學

主
預
人
を
兼
ね
る
を
許
さ
す
こ
改
め
、
延
に
請
師
助
講
の
事
を
記
し
て
、
學
徳
あ
る
人
を
招
睛
し
て
講
談
を
依
頼
す
べ

し
こ
総
し
、
次
の
一
條
あ
り
。

一
、
四
書
五
続
道
義
の
書
而
已
請
談
い
た
し
、
他
の
雑
書
講
候
事
一
切
無
用
マ
J

申
義
に
候
へ
共
、
餘
力
に
詩
賦
文
章

或
は
緊
師
を
も
心
懸
候
人
へ
、
内
證
に
て
講
じ
聞
せ
、
或
は
會
讀
に
い
た
し
、
或
は
詩
會
文
會
等
致
候
事
は
格

別
の
義
マ
J

存
候
、
萬
年
も
内
證
に
て
瞥
書
詩
集
等
講
じ
測
せ
候
事
も
有
之
候
、
但
し
表
向
の
講
談
に
致
間
敷
事

蒋
約
に
は
人
寄
の
腐
に
詩
文
を
講
す
る
を
禁
じ
、
従
来
の
懐
廊
堂
の
道
學
を
主
y
J

し
、
こ
料
に
よ
り
て
風
放
を
正
し
く

せ
ん
y
J

期
し
、
文
蔀
の
観
る
べ
き
も
の
な
か
り
し
を
、
薗
洲
に
至
り
て
學
力
の
根
祗
も
深
く
、
詩
文
に
も
長
せ
し
よ
り

蔀
賓
並
び
牧
め
ん

A
E
J

此
に
學
規
を
改
め
し
は
、
懐
徳
堂
學
風
の
一
髪
ご
謂
ふ
べ
く
．
他
H
竹
山
、
履
軒
等
の
経
術
文
章

其
盛
を
致
し
て
、
悔
内
の
欽
仰
す
る
所
マ
J

な
b
し
は
、
由
末
す
る
所
あ
り
マ
J

い
ふ
べ
し
。
賓
暦
十
二
年
三
月
蘭
洲
歿
す

時
に
竹
山
一
二
十
四
0

履
軒
一
―
-

+

1

0

巳
に
鬱
マ
J

し
て
一
家
を
成
せ
る
者
は
賞
に
薗
洲
の
恩
な
り
。

こ
れ
よ
り
前
賓
暦
七
年
八
月
。
春
棲
大
學
を
開
請
し
、
同
じ
く
九
年
歯
洲
中
風
に
罹
り
し
よ
り
、
代
つ
て
易
偲
を

請
す
0

竹
山
は
預
人
な
れ
ば
其
専
職
は
公
務
に
あ
れ

9
9
J

、
學
主
の
春
棲
病
身
の
為
に
臨
時
に
易
偲
の
助
講
毎
々
な
り
け

る
が
、
賓
暦
十
一
年
九
月
以
後
℃
二
七
の
朝
請
は
竹
山
引
受
け
、
其
後
蘭
洲
も
物
故
せ
し
よ
り
、
預
人
を
以
て
敢
授
セ

は
定
約
の
通
可
＂
総
ー
一
勿
論

l

候

八



徒
日
に
進
み
て
盛
セ
一
時
に
鳴
ら
す
に
至
れ
b
o

九

一
先
づ
大
阪
に
蹄
り
、
表
立
ち
て
町

兼
ね
、
近
思
録
其
他
の
諸
害
を
請
じ
た
り
ご
い
ふ
0
春
棲
學
主
た
る
事
二
十
五
年
に
し
て
天
明
二
年
十
月
歿
す
°
春
棲

歿
後
は
竹
山
代
り
て
學
主
ご
な
り
、
預
人
を
兼
ね
た
り
0
春
棲
學
主
た
り
し
間
は
、
竹
山
は
預
人
な
り
、
後
輩
な
b
‘

意
の
如
く
な
ら
す
、
放
授
片
手
に
著
述
に
従
事
し
て
獨
b
個
法
を
守
b
し
が
、
此
に
至
り
て
學
校
建
立
の
趣
意
に
返
り

僻
風
を
振
典
す
べ
き
を
述
べ
、
諸
同
志
も
其
意
に
従
へ
b
°
竹
山
は
根
問
の
宗
旨
を
明
に
せ
ん
が
為
に
、
先
づ
白
鹿
洞

學
規
セ
巨
板
に
新
刻
し
、
開
請
の
日
、
之
を
講
堂
の
梢
上
に
掲
示
し
、
以
て
程
朱
の
學
を
標
榜
せ
b
0
此
よ
り
二
七
の

朝
講
は
術
害
、
夜
請
は
近
思
鎌
、
其
他
、
伊
洛
淵
源
鎌
の
會
談
．
大
學
の
開
請
曹
左
偲
の
會
繭
を
始
め
、
延
に
詩
會
を

も
開
き
．
朔
日
十
五
日
の
休
日
の
外
は
、
間
斯
な
く
學
課
を
督
厠
せ
し
か
ば
、
宿
弊
一
洗
し
て
、
學
風
大
に
振
ひ
、
生

心
地
政
四
年
五
月
、
大
火
の
総
に
悛
徳
堂
も
全
部
類
燒
し
、
重
立
ち
た
る
同
志
も
火
災
に
罹
ら
ざ
る
な
し
°
竹
山
一
期

の
心
配
は
學
校
の
再
建
な
り
°
享
保
の
前
例
も
あ
れ
ば
公
儀
普
請
を
願
ふ
の
外
な
く
、
術
此
機
會
に
學
校
を
搬
張
せ
ん

マJ

思
ひ
、
城
代
堀
田
候
に
内
願
し
、
堀
田
侯
の
賛
同
を
得
て
、
築
翁
公
及
び
松
平
和
泉
守
。
堀
田
相
模
守
な
ざ
に
出
入

し
て
學
校
再
典
を
願
出
し
に
、
何
れ
も
蛮
交
の
諸
侠
な
れ
ば
願
意
々
犀
聞
置
か
れ
、

奉
行
所
に
願
出
づ
べ
し
こ
の
沙
汰
な
り
0
よ
っ
て
直
に
町
奉
行
所
に
願
出
で
、
日
定
の
歳
は
何
の
事
も
な
く
、
翌
五
年
三

月
．
學
校
翰
凱
面
を
差
出
す
べ
し
y
J

あ
b
0
因
て
快
徳
堂
冗
敷
地
二
百
三
十
坪
の
上
に
添
地
を
願
ひ
て
、
地
廟
拝
殿
文

庫
敢
授
住
宅
等
を
も
建
築
す
べ
き
給
闘
一
枚
ゞ
、
稲
廟
等
は
取
止
め
て
．
元
敷
地
の
儘
に
、
請
堂
學
寮
等
を
も
射
建
す



闊
西
唯

、
よ
く
、

f
 

べ
き
綸
闘
一
枚
ご
の
二
通
を
差
出
し
た
り
0

さ
れ
ざ
再
三
見
積
の
愛
廻
を
命
ぜ
ら
れ
、
咸
額
に
減
額
を
璽
ね
て
三
年
の

哀
願
に
嵐
ち
得
し
所
、
僅
竺
二
百
雨
の
補
助
（
過
ぎ
す
、
所
詮
豫
定
の
校
含
再
築
は
出
末
難
ぎ
も
、
宜
政
七
年
八
月
妍

始
、
先
づ
學
校
よ
り
着
手
し
、
次
に
門
塀
、
次
に
空
闊
講
堂
、
東
西
房
に
及
び
、
追
々
建
立
し
て
、
翌
入
年
七
月
竣
工

工
費
継
計
七
百
除
金
に
及
び
し
に
、
公
金
三
百
雨
の
外
は
、
同
志
門
人
の
働
き
に
て
滞
な
（
清
み
た
り
し
は
、
竹
山
の
一

學
徳
力
批
に
依
れ
b
°
蓋
し
競
施
の
究
肝
度
の
講
令
改
築
さ
並
ん
で
永
く
銘
記
す
べ
苔
事
柄
た
り
。

寛
政
入
年
に
學
校
再
建
成
就
し
て
、
竹
111
の
志
成
b
し
さ
共
に
、
長
子
焦
園
の
天
オ
人
に
絶
し
、
學
業
大
に
進
み
け

れ
ば
、
翌
九
年
入
月
を
以
て
竹
山
隠
退
を
告
げ
、
焦
園
を
し
て
家
名
を
相
紹
せ
し
む
°
尤
も
學
主
は
竹
山
に
し
て
、
學

校
預
人
の
名
義
は
之
を
焦
園
に
譲
れ
b
o
さ
れ
ざ
焦
園
は
享
和
一
一
一
年
入
月
を
以
て
逝
き
、
竹
山
も
亦
焦
園
病
歿
の
翌
年

な
る
享
和
四
年
、
即
ち
文
化
元
年
二
月
を
以
て
懐
徳
堂
の
正
寝
に
終
れ
る
よ
り
、
其
追
言
に
よ
り
弟
履
軒
和
泉
町
の
水

哉
館
に
在
り
し
が
、
月
々
四
九
の
講
席
の
み
は
受
持
ち
た
り
き
0

此
に
再
び
屈
軒
さ
懐
捻
堂
ご
の
闊
係
を
生
じ
た
り
。

元
来
股
軒
も
竹
山
マ
J

同
じ
く
幼
ょ
b
懐
臨
堂
に
育
ち
し
も
、
二
男
の
事
y
J

て
牡
時
は
表
而
學
校
の
事
に
携
は
り
し
こ
マ
J

一
時
竹
山
の
不
在
中
學
校
の
世
話
を
腐
し
き
。
さ
れ
ざ
屈
軒
は
本
来
水
哉
館
に
割
腺
せ
し
よ
り
、
文
化
元
年
竹

山
逝
去
に
至
る
迄
の
三
十
六
七
年
間
は
全
然
懐
徳
堂
に
閻
係
せ
ざ
b
き
。
股
軒
の
懐
徊
堂
講
続
は
何
年
迄
臨
紺
せ
し
や

記
録
な
し
°
要
す
る
に
懐
徳
堂
は
竹
山
死
す
る
も
、
屈
軒
靡
然
さ
し
て
猶
存
せ
し
間
は
、
江
戸
の
口
累
雷
霙
'tJ

到
峙
し
て

の
學
府
の
重
鎮
た
，
り
き
。

1
0
 



はす，
0

酋
學
宵
行
を
主
マ
J

寒
泉
桐
園
の
恢
低
堂
を
管
理
せ
し
は
、
天
保
十
一
年
よ

b
、
明
治
二
年
に
至
る
三
十
年
間
な
り
°
寒
泉
の
學
は
ー
に

竹
山
歿
後
の
懐
徊
堂
は
別
に
學
主
な
置
か
す
し
て
預
人
マ
J

殻
授
'
y
J

よ
b
成
り
、
数
授
は
服
軒
な
り
し
が
、
屈
軒
歿
後

預
人
兼
放
授
た
り
し
は
竹
山
の
第
七
子
碩
果
な
り
き
0

竹
山
服
軒
の
盛
時
に
網
ぎ
て
悛
徳
堂
の
名
膝
を
赫
々
た
ら
し
め

ん
こ
マ
J

は
、
何
人
も
困
難
を
免
れ
す
0

碩
果
は
此
困
難
な
る
時
代
の
謳
承
者
マ
J

な
り
し
よ
り
、
家
學
を
脩
守
し
て
既
成

の
業
を
保
持
す
る
に
力
め
、
高
く
自
ら
標
置
し
て
四
方
俗
偏
支
父
滸
せ
ず
‘
°
懐
徳
堂
の
學
風
斯
に
至

b
て
又
一
髪
せ
り

文
政
入
年
六
月
は
恢
磁
堂
が
篠
府
の
官
許
を
得
た
り
し
創
學
壼
百
年
に
砕
m
b
し
よ
り
、
其
旨
屑
出
け
れ
ば
喩
市
罪
よ

り
緒
を
承
く
る
こ
ご
永
久
に
し
て
先
業
を
墜
さ
ゞ
る
を
質
し
、
之
を
鼎
末
に
側
へ
て
永
槻
流
ら
ざ
ら
ん
こ
ぐ
J

を
戒
怖
せ

り
。
碩
果
は
天
保
十
一
年
一
二
月
、
病
歿
せ
り
、
是
よ
り
先
吾
姪
の
並
河
寒
泉
J

ご
脊
ふ
て
嗣

Jゞ

な
t
‘
碩
果
は
数
授
、
寒

泉
は
學
校
預
人
マ
J

な
り
し
が
、
後
寒
泉
本
姓
に
復
せ
し
よ
り
、
延
に
従
弟
柚
園
の
子
後
桐
園
マ
J

琥
せ
し
を
登
ふ
て
嗣
マ
J

総
ぜ
し
が
、
碩
呆
歿
後
編
桐
園
を
學
校
預
人

A

こ
総
し
、
寒
泉
は
放
授
こ
な
れ
り
。

程
朱
を
尊
奉
し
て
、
多
岐
に
渉
ら
す
、
門
下
に
課
す
る
に
続
史
兼
修
を
以
て
し
、
諮
子
は

し
て

b

文
皓
に
閉
せ
捻
行
に
疎
な
る
を
厭
ふ
°
要
す
る
に
、
碩
果
以
来
閉
銀
退
嬰
の
方
針
に
出
で
、
寒
泉
桐
園
皆
其
風

を
守
り
、
學
校
の
中
に
割
掠
せ
し
か
ば
、
竹
山
時
代
の
大
學
は
此
に
名
宵
共
に
一
郷
校
さ
は
総
虹
b
0
然
れ
ざ
仙
林
の

世
業
を
紹
ぎ
、
學
風
の
醇
粋
を
期
し
て
、
人
を
し
て
正
學
此
に
在
る
を
知
ら
し
め
て
、
以
て
蹄
糊
す
る
所
あ
ら
し
め
し

は
、
泄
道
人
心
に
稗
益
せ
し
こ
こ
勘
か
ら
す
°
而
し
て
快
徳
堂
掠
昆
の
事
業
マ
J

し
て
瀑
寒
泉
桐
園
の
力
を
盛
し
>
は
‘

ふ



文
庫
の
建
築
、
逸
史
の
上
木
、
幽
廟
創
建
の
企
等
な
り
き
0

伏
見
鳥
勿
の
戦
あ
り
て
｀
大
阪
も
人
心
狗
々
、
懐
徳
堂
も

一
時
業
を
休
み
て
あ

b
け
る
が
、
や
が
て
騒
胤
も
鎮
ま

b
し
ト
令
り
、
以
前
の
如
く
敢
授
を
始
め
た

b
0
此
頃
に
於
け
る

特
箪
す
べ
き
事
柄
は
明
治
元
年
の
山
階
宮
児
親
王
の
懐
徳
堂
へ
台
臨
あ
ら
せ
ら
れ
し
こ
マ
J

な
り
。

王
政
維
新
の
後
は
、
學
問
上
に
も
大
影
聰
あ
b
て
、
新
し
き
セ
術
び
、
窟
含
を
厭
ふ
時
代
の
傾
向
は
、
洋
學
の
天
下
こ

な
b‘

懐
徳
堂
も
門
前
の
雀
羅
ィ
ぜ
奈
何
マ
J

も
す
る
能
は
す

B

類
勢
の
支
持
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知

b‘

校
門
を
閉
せ
し
は

明
治
二
年
十
二
月
。

一
時
展
絶
の
己
む
な
き
に
至
れ
り
0

梵
施
創
立
の
享
保
九
年
を
去
る
こ
マ
J

一
百
四
十
有
六
年
な

b

懐
徳
堂
學
徒
離
散
し
て
、
絃
誦
の
磐
を
絶
つ
こ
マ
J

四
十
年
に
し
て
、
復
興
の
氣
蓮
は
姦
に
復
だ
開
け
ぬ
。
而
し
て
質

に
其
端
を
大
阪
人
文
會
に
後
せ
り
0

人
文
會
は
大
阪
府
立
闘
書
館
長
今
井
貰
一
君
の
首
唱
に
係
b
．
大
阪
人
文
の
登
逹

を
討
査
し
、
間
幽
登
徽
、
以
て
文
化

Jゞ

風
敢
マ
J

に
貢
獣
せ
ん

Jゞ

す
る
在
阪
好
學
の
士
よ
り
成
り
し
も
の
な
り
。

明
治
四
十
三
年
一
月
、
會
員
西
村
時
彦
君
、
其
例
會
に
於
て
恢
低
堂
放
授
た
り
し
五
井
薗
洲
の
偲
を
請
演
せ
し
に
、

講
畢
り
て
後
、
懐
徳
堂
師
儒
諸
先
生
の
総
に
公
祭
を
畢
行
せ
ば
や
さ
の
議
、
期
せ
す
し
て
衆
口
よ
り
登
し
、
全
會
一
致
之

を
可
決
せ
り
0

是
よ
り
先
き
、
中
井
竹
山
の
曾
孫
中
井
木
菟
麿
君
は
重
野
成
婿
の
紹
介
を
以
て
、
大
阪
市
史
編
纂
員
幸

田
成
友
君

Jゞ

共
に
西
村
君
を
訪
ひ
て
、
恢
徳
堂
公
祭
の
欅
に
謀

b
及
べ

b
し
が
、
時
未
だ
到
ら
す
し
て
其
事
中
畷
せ
，

二

、

新

懐

徳

堂

泊

革

盆
醤
認
土
記
念
會
記
録
抄
鋒
）

トー、
．．
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會
員
一
千
―
―

-Fi七
十
名
の
多
き
に
上
れ

b
o

b
．
特
別
會
員
六
百
二
十
二
名
、
普
通

此
に
至
り
て
人
文
會
首
唱
府
行
の
責
に
任
す
る
こ
マ
J

A
な
り
し
は
會
員
全
盟
の
篤
志
に
出
づ
る
な

b
0
是
れ
宵
に
懐
癒

堂
復
興
の
濫
艇
に
し
て
、
叉
現
在
恢
徳
堂
記
念
會
創
立
の
発
端
な
b
0
人
文
會
の
議
に
日
く
、
悛
徳
堂
は
樅
府
の
保
設

Jゞ

志
あ
る
市
民
の
協
力
こ
に
成
り
し
公
立
の
學
間
所
な
り
0

然
れ
ば
公
祭
は
大
阪
人
文
會
の
私
す
べ
き
に
非
す

L
て。

大
阪
府
放
育
會
は
勿
論
、
恢
徊
堂
に
緑
政
深
｀
き
鴻
池
善
右
衛
門
社
、
住
友
吉
左
衛
門
社
を
初

Jゞ

し
て
、
同
志
の
紳
士
に

請
う
て
登
起
人
た
ら
ん
こ
マ
J

を
以
て
す
べ
し
マ
J

0

因
り
て
同
年
九
月
＂
西
村
時
彦
君
は
會
の
決
議
を
爵
ら
し
て
、
歴
訪

勧
説
せ
し
に
、
皆
深
厚
な
る
同
意
を
表
し
．
此
の
欅
の
恨
道
人
心
に
大
な
る
闊
係
あ
る
を
賛
し
、
恋
て
薇
起
の
責
に
任

す
べ
し
こ
の
快
諾
を
得
た
り
0

斯
（
て
九
月
二
十
五

H
登
企
人
會
を
開
き
≫
其
互
選
に
由
り
、
住
友
吉
左
衛
門
君
を
會

頭
に
小
山
健
三
村
を
副
會
頭
に
推
し
、
會
則
を
議
定
し
、
會
に
命
く
る
に
悛
徳
堂
記
念
會
の
名
を
以
て
せ
b
0
か
く
て

會
の
成
立
す
る
や
、
先
づ
之
ャ
＇
中
井
家
逍
族
及
び
附
故
に
告
知
し
、
會
の
宗
旨
ゞ

J

す
る
報
本
反
始
の
義
を
明
か
に
し
、

次
に
新
聞
紙
上
に
て
會
の
成
立
を
江
湖
に
告
白
し
、
又
學
術
講
演
會
を
開
き
て
、
會
の
趣
旨
を
普
及
し
、
汎
く
有
志
Qj

入
會
を
勧
誘
せ
し
か
ば
、
會
員
和
得
る
こ
マ
J

、
南
は
九
州
、
北
は
北
海
道
に

明
治
四
十
四
年
十
月
五
H‘

恢
徳
堂
開
講
記
念
日
を
以
て
、
大
阪
市
公
會
堂
を
用
ひ
て
祭
場
マ
J

し
、
憐
瞬
に
依
り
て

祭
典
を
執
行
し
、
六
日
七
日
の
雨
日
を
以
て
、
東
西
雨
大
學
の
碩
學
を
聘
し
て
、
記
念
學
術
講
演
會
を
開
き
、
同
月
一

H
よ
り
六
日
に
至
る
の
間
、
中
井
家
を
始
め
諸
家
襲
載
の
悛
徳
堂
先
賢
逍
書
逍
物
を
展
観
し
、
延
に
恢
癒
堂
師
儒
の
逍



〇
猷
圃
法
人
悛
抵
堂
記
念
會
趣
旨

著
十
種
（
萬
年
先
生
論
孟
首
章
講
義
、
梵
弛
先
生
五
孝
子
偲
、
富
貴
村
良
農
事
朕
、
竹
山
先
生
裳
養
篇
、
貞
婦
記
鎌
、

薗
洲
先
生
若
話
、
納
語
通
、
竹
山
先
生
莫
陰
集
、
國
字
屈
、
屈
軒
先
生
論
語
逢
原
）
を
選
探
編
梨
し
て
、
懐
徳
堂
逍
害

明
治
四
十
五
年
三
月
、
剰
除
金
六
千
餘
皿
虞
分
協
議
會
を
開
合
、
刹
除
金
ヤ

J

基
本
資
症
マ
J

し
、
本
會

Jゞ

同
一
の
目
的

の
下
に
延
に
、
法
人
組
織
の
懐
捻
堂
記
念
會
4

を
創
立
し
、
有
終
の
美
を
椅
さ
ん
マ
J

の
議
を
決
し
冷
五
月
に
至
り
委
員
の

手
に
な
れ
る
寄
附
行
篇
案
の
脱
稿
を
見
し
も
、
設
立
者
の
推
脳
に
幾
多
の
時
日
を
毀
せ
し
時
、
恰
も
明
治
天
皇
登
退
の

事
あ
り
0

國
民
考
枇
を
喪
せ
し
が
如
く
、

11
蒋
屋
霜
を
更
む

J

大
正
二
年
六
月
に
至
り
て
協
議
會
を
開
き
て
、
寄
附
行

露
案
を
可
決
し
．
琳
圃
法
人
悛
廊
堂
記
念
會
設
立
者
マ
J

し
て
、
永
田
仁
助
社
、
西
村
時
彦
状

b

今
井
貰
一
君
、
水
落
庄

兵
衛
君
．
廣
岡
恵
三
君
を
拙
し
、
同
月
三
十
日
法
人
設
立
を
出
願
し
、
入
月
二
十
日
許
可
せ
ら
る
0

次
で
永
田
仁
助
君

を
理
事
長
に
選
畢
し
．
九
月
一
日
法
人
登
記
↓
を
得
た
り
0

其
趣
旨
及
び
寄
附
行
総
左
の
如
し
。

維
新
前
に
於
け
る
我
が
大
阪
唯
一
の
學
校
な
り
し
快
磁
堂
は
≫

中
井
梵
症
先
生
が
大
阪
の
商
人
な
る
中
村
睦
峰

（
年
鰭
噌
）
富
永
芳
春
（
麟
尋
鰐
虞
）
長
綺
克
之
（
霜
麟
）
吉
田
盈
技
（
讀
繹
麟
）
山
中
｛
ぷ
古
（
彎
霞
）
の
五
有
志
忍
昧
り
て
、

諸
同
志
セ
糾
合
し
＂
三
宅
石
堀
先
生
セ
聘
し
て
、
尼
ヶ
綺
町
一
丁
目
北
側
に
創
立
せ
し
者
に
し
て
、
時
に
享
保
九
年

ご
題
し
記
念
刊
行
せ
り
。

一
四



致
せ
る
大
阪
が
亦
能
＜
繁
榮
を
荊
末
に
獲
ん
マ
J

欲
せ
ば
、

一五

一
た
び
其
頭
を
回
し
て
、
源
に
濶
り
故
を
温
ね
ん
こ
マ
J

を

な
り
、
同
十
一
年
緑
府
の
官
許
を
得
て
よ
り
、
大
阪
學
問
所

>
f
)

も
稲
し
、
石
逓
先
生
歿
後
は
、
虹
症
先
生
學
主
'tJ

な

り
、
五
井
薗
訓
先
生
放
鞭
を
執
る
者
前
後
二
十
年
0

尋
さ
て
梵
疱
の
子
竹
山
、
版
軒
二
先
生
網
起
し
て
よ
り
、
大
阪

の
文
學
雄
を
栂
内
に
稲
じ
。
子
孫
相
饂
さ
て
業
を
世
に
し
、
以
て
維
新
の
際
に
至
る
.
罷
態
一

磨
し
た
り
し
が
、
創
立
よ
り
辰
學
に
至
る
ま
で
．
絃
誦
の
葬
を
紹
た
ざ
る
も
の
質
に
百
四
十
餘
年
な
り
0

竹
山
艇
軒

二
先
生
の
門
>
人
材
叢
出
し
て
栂
内
に
分
布
し
、
以
て
一
世
の
文
化
を
振
興
せ
り
0

斯
3

大
仙
を
我
が
大
阪
に
出
し

A

は
豊
太
間
の
大
阪
城
に
も
誤
ら
ざ
る
悼
蹟
ゞ
函
叩
ふ
ベ
ー
°
然
れ
ぐ
」
も
我
々
後
人
の
最
も
深
く
快
捻
堂
に
戚
銘
す
る

所
以
の
者
は
、
大
阪
唯
一
の
學
校
マ
J

し
て
、
大
阪
の
文
放
を
主
る
も
の
久
し
く
魯
大
阪
人
を
紋
宥
し
て
其
品
性
を
養
ひ

其
風
俗
を
正
し
、
以
て
槻
逍
人
心
を
維
持
せ
し
に
在
り
0

我
が
大
阪
は
古
よ
り
商
業
を
以
て
著
は
れ
、
國
蓮
振
張
の

今
H
に
在
h
て
、
亦
商
工
業
の
中
心
ご
稲
せ
ら
る
ヽ
所
以
の
者
は
、
古
来
養
成
し
た
る
大
阪
人
の
品
性
マ
J

良
習
慣
マ
J

に
起
因
す
べ
く

b

品
性
マ
J

良
習
慎
さ
は
並
に
放
化
の
致
す
所
に
し
て
≫
位
低
堂
百
四
十
除
年
間
の
文
放
に

者
業
大
な
り
。
社
父
帥
は
之
を
三
息

Jゞ

日
ふ
0
報
本
反
始
は
人
の
道
な
り
Q

大
阪
人
た
る
も
の
今
LI
の
盛
を
致
し
く
所

以
を
思
ふ
て
．
而
し
て
肌
先
の
受
け
た
る
放
化
の
恩
を
鋒
し
、
以
て
瓶
来
の
徳
育
に
留
心
せ
ざ
る
可
ら
す
°
顧
ふ
に

天
地
の
在
ら
ん
限
り
、
人
類
幸
禍
の
基
礎
は
道
徳
に
在
り
0

國
家
の
隆
ロ
ロ
も
、
祉
會
の
平
和
も
、
家
庭
の
安
柴
も
皆

此
に
根
祇
す
3

而
し
て
商
業
上
道
郷
の
前
ふ
可
き
は
固
よ
り
言
を
待
た
す
。
古
来
の
放
化
の
効
、
能
く
盛
セ
今
日
に

ふ
所
の

て
、
學
校
も
卯



三
、
大
阪
先
毀
の
乖
蹟
及
ぴ
箸
丼
な
調
査
表
彰
す
ろ
こ
ミ

四
、
奨
學
金
な
支
出
し
、
學
術
の
研
究
な
奨
励
す
る
こ
さ

二
、
講
演
集
及
ぴ
其
他
固
ボ
ロ
の
編
媒
出
版
な
な
す
こ
こ

一
、
愚
術
講
演
會
な
開
く
こ
さ

第

條

木
會
は
左
の
方
法
に
依
り
、
回
民
迎
徳
の
進
歩
に
力
め
、
學
術
の
装
逹
か
岡
り
、
本
邦
文
化
の
向
上
に
査
す
ろ
な
以
て
目
的
寸

J

す

第

一

ふ

早

目

〇
財
園
法
人
懐
徳
堂
記
念
會
寄
附
行
総

大
正
二
年
九
月

l

日

．
 

餘
年
間
放
化
の
恩
に
報
い
p

的

要
す
°
則
ち
我
が
大
阪
人
が
今
古
に
俯
仰
し
て
自
ら
省
み
自
ら
戒
む
る
に
適
常
な
る
は
懐
徳
堂
の
歴
史
に
若
く
な
し

是
れ
需
き
に
懐
徳
堂
記
念
會
を
興
し
、
明
治
四
十
四
年
十
月
五
H
（
誌
悶
呻
豆
這
墳
響
紐
豆
霜
[
)
を
卜
し
、
懐
徳
堂
師
儒

諸
先
生
の
霊
を
祭
b‘

且
つ
碩
學
を
聘
し
て
講
演
を
開
き
、
遺
書
を
刊
行
し
、
逍
墨
を
展
覧
し
、
以
て
一
は
百
四
十

一
は
冊
逍
人
心
の
振
典
に
資
す
る
マ
J

こ
ろ
あ
り
し
所
以
な
り
0

廠
後
同
會
登
起
人
及
び

役
員
相
會
し
、
同
會
の
剰
餘
金
を
以
て
基
本
資
産
マ
J

し
、
更
に
同
一
の
趣
旨
の
下
に
、
懐
徳
堂
記
念
會
を
興
し
、
有

終
の
美
を
滸
さ
ん
こ
マ
J

を
決
議
せ
ら
る
0

是
れ
這
般
本
會
の
設
立
を
見
た
る
所
以
に
し
て
、
即
ち
此
れ
を
財
圃
法
人

の
組
織
マ
J

な
し
、
以
て
本
會
の
趣
旨
を
永
遠
遂
行
せ
ん
こ
マ
J

を
期
す
0

因
て
此
に
其
成
立
の
来
歴
を
宣
明
す
。

理

事

長

理

事

連

名

1

六



理
事
の
任
期
諾
了
し
た
る
さ
き
、
父
は
訣
員
な
生
じ
た
ろ
時
は
、

第

十

條

評

議

員

一
十
人

幹

事

人

理

事

五

人

互
選
に
依
VJ
内
一
人
な
理
乖
長
さ
す

第

九

條

＊

合

に

左

の

役

且

閥

く

第

五

章

役

員

第
入
條
基
本
財
産
は
理
粛
會
の
決
議
に
依
tJ‘

勁
陀
た
不
圃
陀
に

第

七

條

第

六

條

第

五

條

第

四

條

第

三

條

基
本
財
産
の

木
會
の
経
花
は
基
本
附
旅
よ
り
生
す
ろ
利
子
及
瑯
業
よ
り
生
す
ろ
収
入
な
以
て
之
に
充
つ

太
合
の
合
計
年
炭
は
侮
年
四
月
一

H
に
始
り
、
翌
年
＝
＝
一
月
―
―

-
+
-
H
に
終
る

理
事
の
任
期
は
二
年
さ
す
、
但
し
滴
期
再
選
か
妨
げ
す
、
本
法
人
設
立
の
際
に
在
て
は
、
設
立
希
な
以
て
理
事
‘
r
J

、
し
、
前
項
の
期
間
在
任
す

第

四

卒

査

木
會
の
事
務
所
は
大
阪
市
東
齢
翌
後
町
恨
抵
堂
に
置
く

第

三

平

し
於
て
之
な
定
む

金

事

務

所

第
二
條
本
法
人
は
慎
猿
堂
訛
念
會
さ
稲
す

第

二

章

名

朋

に
於
て
維
持
會
且
llI

に
襲
す
る
こ
さ
心
得

ろ
金
六
千
闘
及
ぴ
有
志
平
れ
の
寄
附
金
な
以
て
基
本
財
産
さ
す

―
 
七

補
級
理
事
の
任
期



大
正
三
年
本
會
の
目
的
及
事
業
の
計
載
畏
く
も
天
聴
に
逹
し
、
同
年
三
月
五
H
念
或
百
皿
を
下
賜
せ
ら
る
。
同
四

第
十
六
條

第
十
五
條

第
十
四
條

第
十
一
條

附

則
第

六

卒

は
前
任
者
の
疫
任
期
間
さ
す

第
十
二
條

り
補
鋏
鴨
托
す

第
十
一

1

一條

維

持

會

員

理
事
は
本
財
圃
な
代
表
し
て
諮
般
の
郡
務
な
掌
理
、
し
、
理
事
長
之
な
統
括
す

木
法
人
設
立
の
際
に
於
け
る
評
議
員
は
、

理
寓
會
に
於
て
墾
托
す
、
評
議
員
に
鋏
員
な
生
じ
た
る
時
は
、

評
議
員
は
木
財
間
の
重
要
事
項
に
闘
・
し
謡
見
な
述
べ
、
且
之
れ
が
協
議
に
應
す

幹
事
の
職
務
及
任
免
に
闊
す
る
規
定
は
、
理
事
會
り
決
謡
な
以
て
別
に
之
な
定
む

本
會
に
金
平
芸
目
闘
以
上
な
寄
附
し
た
る
者
及
評
謡
員
會
の
推
選
，
し
た
ろ
も
り
な
以
て
維
持
會
且
↓
J

す

本
寄
附
行
銘
は
理
事
會
の
決
議
に
依
VJ
、
主
務
官
顧
り
認
可
な
楳
て
愛
涎
す
る
こ
さ
た
得

評
議
且
に
於
て
維
持
會
員
中
よ

年
六
月
、
講
堂
敷
地
マ
J

し
て
府
立
大
阪
博
物
場
西
北
隅
な
る
三
白
六
十
一
坪
の
無
俯
使
用
許
可
を
得
、
怯
徳
堂
重
建
の

議
滋
に
決
し
、
同
年
十
月
地
鎮
祭
を
執
行
し
，
同
五
年
九
月
工
を
竣
ふ
0

是
れ
復
興
さ
孔
た
る
令
の
悛
徳
堂
な
り
0

是

に
於
て
か
放
授
を
聘
し
、
主

Jゞ

し
て
講
義
の
事
に
常
り
、
堂
務
統
理
の
事
に
任
せ
し
む
る
の
議
を
決
し
、
同
年
十
二
月

廣
島
高
等
師
範
學
校
放
授
文
學
士
松
山
直
蔵
右
を
聘
し
て
懐
砥
堂
放
授
マ
J

す
0

是
よ
り
先
き
、
十
月
十
五
H
開
堂
式
を

畢
行
し
＂
十
一
月
四

H
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
放
授
，
を
聘
し
、
定
期
學
術
請
演
會
第
一
回
セ
開
き
．
爾
末
毎
月
二
回
開

1

入



lii
さ
す
。

t
 

同
月
文
部
省
在
外
研
究
員
を
倫
せ
ら
れ
、
支
那
に
向
け
出
疲
す
。

1

九

十
二
月
孔
子
歿
後
二
千
四
百
年
記
念
事

年
七
月
二
十
七
H
畏
く
も
本
會
事
業
の
朕
況
天
邸
に
逹
し
、
金
参
千
闘
を
下
賜
せ
ら
る
0

十
一
月
吉
田
鋭
雄
君
を
講

會
す
0

六
年
一
月
、
會
計
規
則
、
講
義
規
則
を
定
む
0

理
事
西
村
時
彦
君
に
濤
師
を
闊
託
す
。
一
月
二
十
七
日
開
講
式

を
畢
げ
松
山
放
授
大
學
首
章
を
請
で
。
同
年
四
月
索
韻
科
を
設
け
、
被
多
野
七
鼠
村
に
放
師
を
闊
託
し
、
五
月
よ

b
放

授
を
開
始
す
Q

京
都
帝
國
大
學
助
放
授
吉
澤
義
則
君
に
請
師
を
鴨
託
し
て
、
五
月
よ
り
萬
葉
媒
請
義
を
開
始
す
。
同
年

十
月
十
四
日
記
念
祭
恒
血
翠

J

行
ふ
0

同
八
年
二
月
吉
澤
義
則
討
講
師
↓
ぜ
僻
す
。
第
三
高
等
學
校
放
授
林
森
太
郎
君
に
講

師
を
闊
託
す
。
―
―
一
月
文
學
士
武
内
義
雄
社
に
請
帥
を
闊
北
し
、
支
那
に
留
學
せ
し
む
0

四
月
通
俗
講
演
規
定
を
定
め
、

六
月
第
一
回
通
俗
請
演
を
開
く
0

九
月
よ
り
日
間
朝
請
を
開
始
す
。
同
九
年
十
月
十
日
記
念
祭
恒
典
を
行
ひ
、
兼
ね
て

本
堂
先
師
僻
諧
先
生
の
附
位
を
報
告
す
0

十
月
放
育
勅
語
謄
本
を
下
附
せ
ら
る
。
三
十
日
放
育
勅
語
漁
疲
三
十
年
に
相

常
す
る
を
以
て
．
勅
語
捧
韻
式
を
畢
行
し
、
西
村
溝
師
勅
語
↓
笠
謹
請
す
。
十
二
月
武
内
講
師
支
那
よ
り
蹄
る
。
同
十
年
・

一
月
間
請
の
日
を
以
て
、
紋
授
放
育
勅
語

曜
朝
高
を
合
せ
て
侮
週
四
阿
マ
J

す
。
同
十
一
年
十
月
八
H
午
前
記
念
祭
恒
典
を
行
ひ
、
午
後
孔
子
歿
後
二
千
四
百
年
記

念
事
業
マ
J

し
て
孔
子
祭
を
行
ふ
0

十
一
日
元
老
松
方
公
爵
堂
に
臨
み
、
堂
内
一
巡
の
後
堂
の
事
業
現
況
に
つ
き
て
数
授

の
説
明
を
傾
認
せ
ら
る
。
同
十
二
年
三
月
武
内
義
雄
打
東
北
帝
國
大
學
放
授
に
任
命
せ
ら
る
。
同
年
四
月
大
阪
高
等
學

校
放
授
文
學
士
則
律
愛
象
、
文
學
士
栢
束
猛
二

に
請
師
を
蘭
託
す
。
同
月
よ
り
侮
週
一
回
文
科
請
義
を
開
始
す
。
同

．
爾
末
孵
年
の
恒
式

Jゞ

定
む

3

同
月
よ
り
定
日
議
義
を
謂
加
し
日



業
の
二
た
る
校
印
論
語
義
疏
成
る
。
同
十
三
年
五
月
二
十
二
日
江
木
文
部
大
臣
堂
に
臨
み
、
堂
内
を
一
巡
し
て
後
、
熱

心
に
堂
の
沼
革
事
業
現
況
に
つ
き
て
放
授
の
説
明
を
聴
取
せ
ら
る
。
七
月
一
二
十
日
宮
内
省
御
用
揖
に
し
て
本
會
の
評
議

員
兼
請
師
な
る
西
村
時
彦
君
歿
す
。
八
月
十
H
逍
骨
を
堂
に
安
閻
し
、
翌
日
追
悼
祭
並
に
告
別
式
を
行
ふ
0

十
四
年
六

月
、
吉
田
鋭
雄
社
支
那
よ
り
蹄
る
0

快
稔
堂
文
科
學
術
講
演
集
同
百
科
通
俗
講
演
鋲
各
第
一
紐
成
る
。
七
月
二
十
九
H
西

村
家
の
請
に
依

b
故
西
村
時
疹
料
一
年
家
祭
を
堂
に
行
ふ
0

八
月
五
H
よ
り
十
二
日
に
至
る
一
逍
間
、
安
那
學
講
腎
會

を
本
堂
に
開
く
。
九
月
七

H
、
故
西
村
拇
士
記
念
會
よ
り
、
同
博
十
駕
歳
宴
全
部
を
碩
園
記
念
文
庫
の
名
を
附
し
て
保

存
す
べ
く
．
本
會
に
寄
賠
せ
ら
る
。
同
月
十
入
H
、
永
田
仁
助
右
よ
り
洟
學
漿
闘
の
総
め
、
奨
學
責
金
五
萬
闘
を
寄
附

せ
ら
る
0

十
月
二

H
江
木
司
法
大
臣
堂
に
臨
み
、
堂
内
一
巡
の
後
．
敢
授
よ
り
堂
の
滸
革
事
業
現
況
に
つ
き
て
説
明
す

る
マ
J

こ
ろ
あ
り
。
同
十
五
年
四
月
十
六
H
若
槻
総
理
大
臣
堂
に
臨
み
、
堂
内
を
一
巡
せ
ら
る
。
堂
の
事
業
現
況
に
つ
き

て
数
授
よ
り
説
明
す
る
マ
J

こ
ろ
あ
り
。
五
月
二
十
七
日
、
快
徳
堂
書
庫
並
研
究
室
地
鎮
祭
を
執
行
す
。
六
月
一
日
起
工

す
0

七
H
久
逍
宮
殿
ド
同
妃
殿
下
御
同
列
に
て
本
堂
に
成
ら
せ
ら
る
0

松
山
放
授
よ
り
恢
低
堂
の
隈
史
、
懐
低
堂
記
念

會
の
由
来
、
本
堂
に
て
現
に
行
ひ
つ
ヽ
あ
る
事
業
の
大
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
、
前
悛
廊
堂
逍
書
、
記
録
．
悛
徳
堂
記

念
會
出
版
物
な
ぐ
」
を
台
冤
に
供
し
、
今
井
理
事
松
山
放
授
交
々
御
訛
叫
巾
し
上
ぐ
0

七
月
恢
低
堂
文
庫
閲
党
規
則
及
び

懐
徳
堂
記
念
會
奉
祀
規
定
を
定
む
0

九
月
恢
捻
堂
汎
學
奨
鳳
規
定
並
同
給
典
規
定
及
び
快
癒
堂
職
制
を
定
む
。
十
月
三

十
一
日
書
庫
並
研
究
室
工
を
竣
る
。

1
1
0
 



大
正

九
‘
-
0
、

しヽ4ノ

四、

敢
育
勅
語
胆
本
下
附

八、

九、

日
贈
朝
請
開
始
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六、

一
阿
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會
．
爾
末
帥
月
一
阿
開
會

六、

五、

六、 五
、
ご
一
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ヽ
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、
一
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開
堂
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県
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府
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一五
‘
1
0
、

一
五
．

六、

一
四
、
一
―
‘

七

一
四
、

九
、
一
入

重
印
恢
徳
堂
考
成
る

久
逍
宮
殿
下
同
妃
殿
下
台
臨

害
庫
並
研
究
室
竣
工

永
田
仁
助
村
よ
り
洩
學
奨
闘
の
た
め
奨
學
資
金
五
萬
闘
寄
附

一
四
、

九、

七

故
西
村
博
士
記
念
會
よ
り
同
博
士
造
書
全
部
を
寄
贈

一
四
、

八、

一
四
、

六、 七
、
二
七

―
二
、
―
二
、

―
二
＂

金
参
千

OO
御
下
賜

―
二
、

四、

――

‘
-
0
、
八
孔
子
祭
執
行
（
孔
子
歿
後
二
千
四
百
年
記
念
事
業
之
一
）

1
0
、

1
0
、

一、
一

ヽ

九
‘
1
0
、――
1
0

定
H
講
義
師
週
一
回
増
加

文
科
請
義
開
始

悛
印
論
語
義
疏
並
校
励
記
成
る
（
孔
子
歿
後
二
千
四
百
年
記
念
事
業
之
二
）

悛
徳
堂
文
科
學
術
講
演
集
第
一
輯
。
同
百
科
通
俗
講
演
集
第
一
輯
印
行

支
那
學
講
腎
會
を
開
く

紋
育
勅
語
捧
諮
式
欅
行
、
爾
末
師
年
一
月
開
講
日
を
恒
式
日
ご
定
む

赦
育
勅
語
捧
讀
、
式
欅
行
後
勅
語
謹
講



第
九
條

師
ヲ
慨
ク
コ
ト
ヲ
得

第
八
條
顧
問
＾
理
事
會
二
於
テ
語
鴨
ス

第
七
條

第
三
條

懐
低
堂
二
左
ノ
職
員
ヲ
骰
ク

放
授
＾
理
事
會
二
於
テ
招
聘
ジ
助
放
授
書
記
及
司
書
＾
数
授
ノ
推
脳
ニ
ョ
リ
理
事
曾
之
ヲ
嘱
任
ス

爾
要
ナ
炉
堂
務
―
一
就
テ
指
導
ヲ
受
ケ
ン
ガ
｛
給
メ
ニ
顧
問
ヲ
骰
ク
コ
ト
ア
JV
ベ
シ

請
義
ヲ
分
搬
ス
JV
総
メ

第
六
條
司
北
只
数
授
ノ
指
揮
ヲ
受
ヶ
文
庫
ノ
事
務
二
任
ス

第
五
條
書
記
＾
放
授
及
理
事
ノ
指
揮
ヲ
受
ヶ
庶
務
及
會
計
ノ
事
二
任
ス

第
四
條
助
放
授
＾
放
授
ノ
指
揮
ヲ
受
ヶ
赦
務
及
講
義
ヲ
分
捌
ス

放
授
＾
堂
ヲ
統
理
ジ
致
務
ノ
計
翡
途
行
二
任
ジ
兼
ネ
テ
講
義
ヲ
把
常
ス

第
二
條

司

書

若

干

人

記

若

干

人

助

放

授

若

干

人

数

授

第
一
條

（二）

人

懐

徳

堂

職

制



第
六
條

十
歳
未
滴
ノ
モ
ノ
＾
父
兄
若
ク
＾
長
上
ノ
連
署
ヲ
要
ス

第
五
條

第
四
條

文
科
講
義
、
定
日
請
義
＾

l

ヶ
年
ヲ
三
期
二
分
チ
、

（三）

本
堂
ノ
講
義
ヲ
八
刀
チ
テ
文
科
講
義

b

定
日
請
義
、
日
間
朝
請
ノ
三
種
、
講
演
ヲ
分
チ
テ
定
期
講
演
、
通
俗
議

演
こ
一
種
ト
ス

第
三
條

懐
捻
堂
井
懐
徳
堂
記
念
會
諸
規
則
諸
規
定

月
十
一

H
ョ
リ
六
月
末
日
マ
デ
ヲ
第
二
期
ト
ジ
、
九
月
一
日
ョ
リ
十
二
月
二
十
H
マ
デ
ヲ
第
一
二
期
ト
ス

文
科
講
義
、
定
日
講
義
r
ノ
課
程
及
ビ
放
科
喰
只
別
二
之
ヲ
定
ム
、
日
耀
朝
講
＾
孝
罷
四
粛
ヲ
反
覆
順
請
ス

斎
講
義
、
定
日
講
義
ノ
賂
講
生
ク
ラ
ン
ト
ス
炉
者
＾
賂
請
志
梨
書
（
譴
知
麟
賛
）
ヲ
差
出
サ
JV

ベ

ジ

但

二

但
文
科
請
義
賠
講
生
ク
ラ
ン
ト
ス
炉
者
＾
中
等
學
校
卒
業

程
度
以
上
ノ
學
カ
ァ
JV

モ
ノ
ニ
限
JV

定
期
請
演
＾
七
入
雨
月
ヲ
除
ク
外
侮
月
侮
辿
土
曜
日
、
通
俗
請
演
＾
侮
月
一
回
若
ク
＾
二
回
之
ヲ
公
開
ス

第
二
條

第
一
條
本
堂
＾
穏
性
ノ
涵
養
學
術
ノ
研
究
ヲ
目
的
ト
ジ
左
ノ
講
義
請
演
ヲ
ナ
ス

一
、
懐
徳
堂
請
義
講
演
規
則

第
十
條
請
師
＾
敢
授
ノ
拙
廊
ニ
ョ
リ
理
事
會
之
ヲ
鴨
託
ス

一
月
十
一
日
ョ
リ
三
月
末
H
マ
デ
ヲ
第
一
期
ト
シ
、
四

ニ
四



一
、
素
繭
生
ク
ラ
ン
ト
ス

JV

一
、
素
讀
科
（
侮
週
月
、
木
、
土
賑
H
ノ
三
凹
午
後
一
時
ョ
リ
同
六
時
マ
デ
ノ
間
＝
一
於
テ
来
堂
順
＝
一
之
ヲ
授
ク

一
、
素
載
生
二
授
業
料
ヲ
徽
セ
ズ

一
、
素
韻
科
終
了
者
二
（
修
業
證
書
ヲ
授
典
ス

＾
父
兄
又
＾
後
見
人
辿
署
ノ

一
、
索
談
生
盆
癖
十
二
年
以
上
十
八
年
以
下
ノ
モ
ノ
ニ
限
JV

ヲ
差
出
ス
ベ
ジ
（
用
紙
（
本
堂
之
ヲ
交
附
ス
）

一
、
素
讀
科
一
孝
経
四
審
全
部
ブ
課
ジ
一
箇
年
ヲ
以
テ
修
了
ス

JV

モ
ノ
ト
ス

一五

二

、

素

讀

科

規

則

ト
ア
炉
ベ
シ
其
規
定
＾
臨
時
之
ヲ
定
ム

第
九
條
本
堂
二
於
テ
特
殊
ノ
研
究
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス
ル

ノ
総
二
特
別
謡
義
ヲ
ナ
シ
一
定
ノ
期
間
臨
時
請
演
ヲ
開
ク
コ

ヶ
月
或
拾
錢
ノ
割
合
ヲ
以
ブ
納
入
セ
ジ
ム

外：：
W2ヽ

ト
ジ
テ
師
月
或
闘
ヲ
納
入
セ
ジ
ム

第
入
條
本
堂
／

-
H
 

／ 

、
証
雰
寸
ト
シ

E
H

2

1

:

4

A

t

ノ

一
文
堂
骰
ト
ジ
テ
飾
期
ノ
始
二
於
テ

刺
ヲ
差
出
ナ
JV

ベ
ジ

第
七
條

請
演
並
―
-
H

？ヽ

一
住
所
職
業
氏
名
ヲ

シ
若
ク
＾
住
所
職
業
ヲ
附
記
セ
炉
名

（
一
月
四
月
九
月
(
+
日
↓
、
デ
、
十
二
月
（
二
十
一

H
以
後
休
請
）
其
濤
師
及
ビ
洲
題
＾
豫
メ
之
ヲ
廣
告
ス



第
四
條
閲
覧
闘
帯
＾
堂
外
二
帯
出
ス
JV

コ
ト
ヲ
許
サ
ズ

閲
覧
者
＾
備
付
ノ
名
箭
二
姓
名
ヲ
記
入
ジ
所
定
ノ
室
二
於
テ
閲
党
ス
ベ
ジ

第
三
條

三
、
懐
徳
堂
通
俗
講
演
規
定

懐
徳
堂
通
俗
請
演
＾
一
般
市
民
ノ
常
識
ヲ
養
ヒ
品
性
ヲ
向
上
セ
ジ
ム

JV

ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

恢
徳
堂
ノ
通
俗
諧
演
＾
本
會
講
堂
及
市
内
適
宜
ノ
場
所
二
於
テ
之
ヲ
行
フ

本
事
業
途
行
ノ
総
二
特
二
理
事
長
ョ
リ
委
嘱
ジ
タ
JV

常
任
委
員
及
ビ
臨
時
委
員
ヲ
設
ク

常
任
委
員
＾
請
師
ノ
依
嘱
會
場
ノ
借
用
案
内
状
及
聴
請
券
ノ
印
刷
配
布
其
他
請
演
會
開
催
二
闊
ジ
重
要
ナ
JV

臨
時
委
員
＾
會
場
ノ
整
理
聴
請
者
／
軌
誘
其
他
請
演
會
開
催
営
日
二
於
ヶ
JV

一
切
ノ
事
務
二
常
JV

モ
ノ
ト
ス

閲
覧
ヲ
志
望
ス
JV

モ
ノ
＾
閲
惚
志
望
害
ヲ
出
ジ
紋
授
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ベ
ン

但
悛
榔
堂
認
請
生
並
二
堂
友
會
員
＾
志
望
書
ヲ
出
ス
ヲ
要
セ
ズ
粛
記
二
其
旨
申
出
デ
ラ
JV

ベ
ジ

第
三
條

第
二
條

第
一
條
懐
穏
堂
文
庫
＾
特
二
漢
學
ヲ
研
究
ス
JV
人
々
ノ
ク
メ
ニ
之
ヲ
公
開
ス

四
、
懐
態
堂
文
庫
閲
覧
規
則

第
五
條

計
盛
準
備
ノ
事
務
二
常
Iv'

モ
ノ
ト
ス

第
四
條

第
二
條

第
一
條

二
六



査
若
ク
＾
研
究
骰
ヲ
給
典
ジ
又
本
堂
邸
請
生
ノ
熱
心
ナ
JV

モ
ノ
ニ
質
典
ス

恢
稔
堂
洸
學
奨
闘
規
定

悛
磁
堂
記
念
會
＾
永
田
仁
助
ガ
漢
學
脆
闘
ノ
タ
メ
本
會
二
奇
附
ジ
タ
炉
五
萬
闘
ヲ
以
＇
プ
某
金
ト
ジ
年
々
基
金

ョ
リ
生
ズ
JV

ト
コ
ロ
ノ
利
子
ヲ
以
プ
別
二
定
ム
JV

ト
コ
ロ
ノ
給
典
規
定
＝
ー
ヨ
リ
適
常
卜
認
メ
ク
JV
漢
學
研
究
者
二
學

第
一
條

五
、
懐
愁
堂
漢
學
奨
励
規
定
並
同
給
典
規
定

第
十
條
閲
党
＾
無
料
ト
ス

ア~

JV 

ベ

シ‘

第
九
條

指
導
ヲ
受
ケ
ン
ト
欲
ス
JV

モ
ノ
＾
文
庫
係
ヲ
通
ジ
テ
其
旨
巾
出
デ
ラ
JV

ベ
ジ

同
時
二
閲
腎
ご
ジ
得
ベ
キ
人
員
＾
十
人
ヲ
限
リ
ト
ス
サ
布
ジ
之
二
超
過
ス
JV

ト
キ
＾
一
時
閲
壺
ヲ
謝
絶
ス
JV

コ
ト

第
八
條
閲
覧
者
＾
研
究
事
項
二
閾
ジ
指
導
ヲ
受
ク
JV

コ
ト
ヲ
得

但
研
究
事
項
ニ
ョ
リ
テ
＾
此
ノ
限
ニ
ア
ラ
ズ

第
七
條

一
時
二
閲
覧
ジ
得
ベ
キ
害
籍
＾
五
部
ヲ
以
プ
定
限
ト
ス

第
六
條

閲
覧
者
＾
閲
覧
票
孟
沿
名
並
二
姓
名
ヲ
記
入
ジ
文
庫
係
二
差
出
ス
ベ
シ

第
五
條
閲
覧
者
＾
許
pf
ナ
ク
ジ
テ
妄
リ
ニ
文
庫
内
二
出
入
ス
JV

コ
ト
ヲ
得
．
ス

二
七



1

一
、
懐
郷
堂
記
念
會
顧
問
ク
炉
者

一
、
寄
附
者
又
＾
其
ノ
現
二
戸
主
ク
炉
家
ノ
戸
主

ヲ
要
ス 炉

モ
ノ

本
會
ョ
リ
學
資
金
ノ
給
典
莉
ク
＾
研
究
喪
ノ
袖
助
ヲ
受
ヶ
得
炉
者
＾
學
力
佳
良
志
操
堅
固
品
行
方
正
ナ
JV

左

一
、
帝
圃
大
學
二
在
リ
テ
支
那
學
ブ

一
と
帝
國
大
學
文
學
部
支
那
根
學
生

攻
ス

JV

文
學
士

一
、
帝
國
大
學
＝
ー
入
學
ス
ベ
キ
高
等
學
校
生
徒

一
、
快
徳
堂
賂
請
生
ニ
シ
テ
淡
學
ヲ
研
究
ス
炉
ノ
志
篤
ク
學
カ
ノ
進
歩
顕
著
ナ
JV

モ
ノ

一
、
永
ク
恢
低
堂
認
請
プ
網
紹
ジ
況
學
ヲ
以
テ
修
養
二
査
セ
ン
ト
ス
炉
ノ
志
篤
キ
モ
ノ

一
、
永
ク
淡
學
ノ
研
究
ヲ
持
紹
シ
其
成
績
観
JV

ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
テ
之
ガ
研
究
ヲ
助
成
ス
ベ
キ
債
値
ア
リ
ト
認
メ
ク

第
三
條

本
會
ガ
學
資
給
典
若
ク
＾
研
究
費
補
助
等
ヲ
議
決
ス
JV

ニ
＾
左
ノ
理
事
者
ノ
合
議
ヲ
続
テ
意
見
ノ
一
致
ス
JV

二
、
懐
徳
堂
放
授
ク
炉
者

四
、
恢
徳
堂
記
念
會
理
事
ク
炉
者

ノ
學
生
若
ク
＾
研
究
者
二
限
JV

モ
ノ
ト
ス

第
二
條

一八

・l 



第
一
條
恢
捻
堂
記
念
會
ヲ
リ
墨
費
ノ
給
典
若
ク
＾
研
究
費
ノ
補
助
ヲ

第
九
條

ン
ト
ス
炉
モ
ノ
＾
所
定
害
式
ノ
願
害
ヲ

＾
大
阪
市
東
駈
血
翌
後
町
恢
捻
堂
事
務
所
二
於
テ
之
ヲ
腐
ス

懐
徳
堂
洟
學
奨
圃
甚
金
＾
永
田
仁
助
寄
附
金
及
給
典
者
ノ
寄
附
金
ョ
リ
成
炉
モ
ノ
ト
ス
之
ザ
管
踵
＾
懐
徳
堂

恢
徳
堂
放
授
ク
炉
モ
ノ
ヲ
専
務
理
事
ト
ス
専
務
理
事
者
＾
決
議
執
行
ノ
任
二
常
炉
モ
ノ
ト
ス

第
三
條
第
一
琥
ニ
ョ
リ
理
事
者
ク
JV

モ
ノ
＾
監
事
一
名
ヲ
指
定
ス
JV

コ
ト
ヲ
得
喘
事
ノ
任
期
＾
第
一
二
條
第
一

眺
ニ
ョ
リ
囲
事
者
ク
JV

モ
ノ
ヅ
其
指
定
ヲ
取
泊
ジ
ク
JV
島
合
＝
一
滴
了
ス

本
規
定
並
二
給
興
規
定
ノ

慎
捻
堂
記
念
會
解
散
ノ
瘍
合
二
於
ヶ
JV
基
本
金
五
萬
闘
ノ
節
船
樅
利
者
＾
第
三
條
第
一
琥
ニ
ョ
リ
珂
事
者
ク

炉
モ
ノ
ト
ス

恢
捻
堂
淡
學
奨
馳
ノ

懐
徳
堂
漢
學
奨
圃
給
典
規
定

第
入
條

ノ
ト
ス

第
七
條

＾
理
事
者
一
名
又
＾

第
六
條

第
五
條

基
金
ョ
リ
生
．
ス
ル
利
子
ヲ
以
テ
給
典
若
ク
＾
補
助
ノ
費
用
二
充
ッ

基
金
＾
消
費
ス
JV

コ
ト
ヲ
得
．
ス

記
念
會
理
事
之
ラ
総
ス

第
四
條

ノ
提
案
ニ
ョ
リ
踵
事
者
全
数
ノ
鯰
成
ヲ
要
ス
炉
モ

五
、
懐
億
堂
請
師
ク
JV
者
一
人

二
九



第
九
條

給
典
若
ク
＾
補
助
ヲ
受
ク
JV

モ
ノ
給
典
若
ク
＾
補
助
ヲ
受
ク
JV
資
格
ヲ
汚
損
ス
JV

ノ
行
露
ァ
リ
ク
JV

モ
ノ
＾

ト
キ
＾
之
ヲ
牧
受
ジ
淡
學
奨
圃
基
金
中
二
加
フ
炉
モ
ノ
ト
ス

第
入
條

學
資
ノ
給
典
若
ク
＾
研
究
費
ノ
補
助
ヲ
受
ヶ
ジ
モ
ノ
後
末
報
謝
ノ
為
メ
本
會
二
金
員
ヲ
寄
附
ス

JV

モ
ノ
ア
lV

モ
ノ
ト
ス 研

究
費
ノ
補
助
ヲ
受
ク
炉
モ
ノ
病
氣
ノ
ク
メ
研
究
ヲ
持
績
ス
炉
コ
ト
ア
ク
＾
ザ
JV

モ
ノ
＾
其
補
助
ヲ
止
ム
ベ

給
典
若
ク
＾
補
助
ヲ
受
ヶ
ク
JV

モ
ノ
＾
適
常
ナ
JV
機
曾
二
於
プ
懐
徳
堂
二
於
テ
請
義
請
演
ヲ
総
ス
ノ
義
務
ヲ

負
フ
モ
ノ
ト
ス
又
本
會
ノ
給
典
モ
ジ
ク
＾
補
助
ニ
ナ
レ
炉
著
述
：
恢
徳
堂
ノ
名
ヲ
以
ラ
之
ヲ
公
ニ
ス
炉
義
務
ヲ
負
フ

第
七
條

ジ

第
六
條

休
學
中
つ
全
部
マ
タ
（
一
部
ヲ
給
典
ス

JV

コ
ト
ア
JV

ベ
シ

第
五
條

第
三
條

―
-
＾
保
證
人
一
名
及
本
人
未
成
年
者
ナ
炉
ト
キ
＾
親
樅
者
叉
＾
後
見
人
ノ
署
名
捺
印
ヲ
要
ス

學
衰
ノ
給
典
ヲ
受
ヶ
タ
炉
モ
ノ
休
學
セ
ン
ト
ス
炉
場
合
二
（
本
會
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ベ
ジ

第
四
條
給
典
又
＾
補
助
月
額
及
其
期
間
＾
理
事
者
會
二
於
テ
之
ヲ
定
ム

保
證
人
＾
能
力
者
―
ー
ジ
テ
辮
柵
ノ
査
カ
ヲ
有
ス
炉
男
子
―
―
限
炉

第

二

條

願

願
書
二
＾
戸
籍
謄
本
及
瞥
師
ノ
身
体
検
査
書
ヲ
添
付
ス
ベ
シ

出
ぞ
ヘ
ジ

11-0 



本

籍

住

所

戸
主
（
又
＾
某
何
々
）

人證保人本

願
害
々
式
＾
左
ノ
通
リ
ト
ス

第
十
條

學

資

給

典

（

嗣

贔

）

願

氏

名

年

月

日

生

其
給
典
怖
助
ヲ
止
メ
既
二
給
典
モ
シ
ク
＾
補
助
七
ジ
全
部
ヲ
六
ヶ
月
内
二
返
演
ヒ
ジ
ム
返
栂
二
闊
ジ
テ
＾
保
證
人
ノ

給
典
若
ク
＾
補
助
ヲ
受
ク
JV

モ
ノ
＾
其
金
額
受
領
ノ
都
度
領
牧
證
賞
ヲ
差
出
ス
ベ
ジ

俵
務
＾
述
幣
ト
ス

（
用
紙
美
温
紙
）

（
何
科
大
學
々
生
、
大
學
院
堪
生
、
何
々
放
室
助
手
又
2

副
手
、
何
々
高
等
學
校
生
徒
）

私
低
毀
會
漢
學
奨
闘
規
定
ニ
ョ
リ
學
賢
給
典
相
成
度
御
許
可
ノ
上
＾
學
術
品
行
共
二
糞
會
ノ
慨
面
ヲ
汚
損
ス
炉

ガ
如
キ
行
為
ヲ
ナ
サ
ザ
炉
ベ
キ
ゃ
勿
論
斯
學
ノ
ク
メ
ニ
カ
ヲ
盛
シ
貨
會
奨
励
プ
趣
旨
二
副
フ
コ
ト
ヲ
カ
ム
ベ
ク



第
二
條
本
會
ノ
理
事
中
ノ
一
人
二
現
金
有
恨
瞭
券
ノ
傑
笠
及
出
納
チ
委
任
ス

第
一
條
木
會
ノ
會
計
＾
特
別
ノ
揚
合
チ
除
ク
ノ
外
本
則
二
依
ル

六、

懐
徳
堂
記
念
會
會
計
規
則

財
圃
法
人
懐
徳
堂
記
念
會
御
中

住

所

年

月

一

、

給

典

月

額

日

ヽ

期

追
テ
給
興
（
補
助
）
月
額
期
間
左
ノ
通
リ
相
願
候

保

両

人

氏

（
未
成
年
者
ナ
ル
ト
キ
＾
親
樅
者
叉
2

後

見

人

）

氏

右

氏

間

至自

何何

年年

月月

成
業
ノ
上
＾
適
常
ナ
JV
機
會
ァ
ン
バ
貴
會
ノ
タ
メ
ニ
請
義
講
演
等
ノ
勢
ヲ
執
JV

ベ
ク
候
（
研
究
成
就
ノ
上
＾
貴

會
ノ
名
ヲ
以
テ
著
述
ヲ
刊
行
致
ス
ベ
ク
候
）
若
シ
萬
一
給
興
金
（
補
助
金
）
返
清
ノ
場
合
生
ジ
ク
JV
ト

キ

＾

保

人
連
猾
＝
て
プ
其
責
二
任
ズ
ベ
ク
候
此
段
保
證
人
連
名
ニ
テ
奉
願
候
也

三

名

⑲

名

⑲
名

＠



一
、
収
入
簿
（
基
本
金
利
子
、
雑
収
入
、
寄
附
金
等
ノ
出
納
チ
ナ
ス
タ
メ
〕

第

七

條 二
、
需

品

毀
0

支

出

二

、

雑

収

入

〇

収

入

第

六

條

第

三

條

デ
之
チ
定
ム

附

金

出
納
主
任
理
事
↑
左
ノ
各
項
二
限
lJ

之
キ
郭
行
ス
ル
コ
ト
チ
得
但
各
項
以
外
ノ
コ
ト
ハ

三
、
念
チ
要
ス
レ
ク
メ
理
車
會
チ
間
ク
暇
ナ
キ
塩
今
但
施
行
後
理
乖
會
ノ
承
認
チ
得
JV

モ
ノ
ト
ス

錨
年
度
鍔
暫
．
豫
飲
＾
某
木
令
莉
子
、
魏
収
入
、
寄
附
金
チ
以
デ
之
二
宛
―
}
翌
年
度
）
豫
銘
チ
錦
年
―
―
一
月
末

H
迄
二
作
成
ッ
理
事
會
ノ
決
議
チ
経

太
含
基
本
金
及
収
入
金
チ
所
定
ノ
銀
行

1

一
預
金
ジ
タ
Iv

時
ハ
其
預
令
瞭
券
叉
ぶ
贔
涵
翠
品
涌
帳
ハ
出
納
、
主
任
理
粛
之
チ
保
特
ス
tV

モ
ノ
ト
ス

但
据
月
三
十
闘
以
内
ノ
現
金
チ
傾
宜
砕
員
二
前
金
渡
チ
ナ
ス
コ
ト
＇
チ
得
此
ノ
均
合

1

一
於
テ
こ
翌
月
二
至
lJ
前
月
分
J
収
支
決
銘
ボ
＂

1

-

爵
憑
ポ
＂
チ
添
念

m

納
主
任
理
事
ノ
承
認
チ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

錐
年
度
経
骰
豫
銘
＾
左
ノ
各
項
目
二
依
リ
収
入
及
支
出
チ
幅
分
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
、
基
本
金
利
子

一

、

作

給

及

諮

給

（
役
且
俸
給
、
小
者
給
料
、
講
師
手
常
、
旋
費
‘
報
躙
、
人
足
霞
等
）

（
備
品
、
仙
源
、
用
紙
、
嘩
墨
叩
肉
、
商
炭
油
類
、
涌
侶
股
、
逃
搬
費
、
其
他
雑
用
滑
耗
品
、
接
待
翌
等
）

金
錢
並
二
物
品
ノ
収
支
計
鉢
チ
明
瞭
ナ
ラ
ジ
ム
JV
鈴
本
會

1

一
左
記
諮
娘
源
チ
備
フ

第

五

條

第

四

條
二
、
一
日
茎
拾
闘
以
下
ノ
建
築
工
咄
及
修
繕
工
事
ノ
執
行

ヽ

一
日
参
拾
闘
以
下
ノ
物
品
ノ
購
入
抽
言
寮
却

三
、
寄

ノ
決
議
チ
飩
デ
執
行
ス
lV

モ
ノ
ト
ス

量



第
十
四
條
本
會
二
評
謡
員
ill
二
名
ノ
監
食
役
チ
閻
キ
出
納
事
務
ノ
監
査
ナ
ナ
ス
℃
ノ
ト
ス

第
十
三
條

ト
ス

第
十
二
條

交
替
及
事
務
引
眼

監

壺

會
叶
年
度
:
た
罪
年
四
月
一

H
ョ
IJ
翌
年
三
月
一
―
―

+
-
H
チ
以
テ
一
年
度
卜
定
ム

出
珀
主
任
理
弗
ご
琲
年
炭
ノ
収
支
決
銘
北
り
作
成
シ
毎
年
庶
完
結
後
一
―
-
+
H以
内
二
理
事
會
二
報
告
ジ
且
ッ
監
宜
役
ノ
監
•
デ
受
ク
ル
モ
ノ

但
ツ
之
が
銘
メ
前
條
ノ
出
只
任
チ
免
ル
コ
ト
チ
得
ズ

第
十
一
條

三

、

現

金

出

納

癒

（
現
金
ノ
収
入
及
支
掃
二
野
ジ
共
受
排
チ
明
瞭
ナ
ラ
ッ
ム
ル
ク
メ
）

（
備
品
泊
縣
品
賂
人
チ
明
瞭
ニ
ジ
出
納
主
任
理
事
ノ
承
認
チ
明
カ
ニ
ス
ル
ク
メ
）

（
基
本
金
、
動
産
、
不
動
産
ノ
ロ
座
ナ
設
ヶ
常
1

財
産
チ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ル
ク
メ
）

物
晶
ノ
購
人
其
他
金
錢
出
納
が
凡
テ
出
納
主
任
理
事
ノ
承
認
チ
経
IY
モ
ノ
ト
ス

出
納
主
任
理
事
ご
理
事
中
ヨ

lJ
理
半
會
二
於
テ
互
逃
ノ
上
委
闊
ス

IV
モ
ノ
ト
ス

出
納
主
任
理
事
＾
傾
宜
本
會
ノ
古
訊
二
其
出
納
ナ
命
シ
監
督
ノ
任
ー
ー
賞
ル
コ
ト
チ
得

第
十
條
出
納
主
任
理
事
ハ
金
錢
及
閻
品
ノ
出
納
共
他
収
支
計
邸
二
付
テ
＾
一
切
ノ
貨
任
チ
頁
フ
モ
ノ
ト
ス

第

九

條

第

入

條 ヒ

、

財

産

癒

六
、
備

"nn
現

在

癒

（
備
付
物
"Ull

ノ
受
彿
ナ
明
瞭
ナ
プ
ジ
ム
ル
ク
メ

四
、
物

nnn
購

入

簿

五
、
泊
縣
品
受
挑
薄

二
、
支

，＇ "μ 

（
瑣
耗
品
受
入
卜
使
途
ナ
明
瞭
ナ
ラ
ジ
ム
ル
ク
メ
）

薄
（
其
年
度
ノ
鍔
費
二
不
足
チ
生
せ
ザ
IV
様
H
常
一
目
瞭
然
ダ
ラ
ジ
ム
ル
ク
メ
）

面
I



韓
非
子
（
稲
束
請
師
）

る
を
以
て
目
的
マ
J

ず

第
二
條

第
一
條

第
十
五
條

（甲）

一
、
目

春
秋
左
氏
偲
（
財
沖
講
師
）

定
日
請
義
は
粥
続
賢
偲
及
び
本
邦
古
典
を
請
じ
徳
性
を
涵
養
し
我
國
民
性
及
岱
國
民
道
徳
の
淵
源
を
究
む
る
に
資
す

二

、

書

目

及

日

時

定

H

講

議

（四）

一、
講 事

義
的

業

七
、
懐
態
堂
記
念
會
奉
祀
規
定

懐
臨
堂
記
念
會
＾
本
會
ノ
事
業
並
二
経
鶯
維
持
二
功
芳
ア
リ
ク
JV
物
故
者
ヲ
奉
祀
シ
節
年
一
回
恒
祭
ヲ
行
フ

奉
祀
者
＾
理
事
會
二
於
テ
之
ヲ
鈴
衡
ジ
評
議
員
會
二
協
議
ジ
テ
之
ヲ
決
定
ス

員
立
會
ノ
上
後
任
出
納
主
任
理
事
二
引
眼
チ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

誓
月
曜
日
（
翡
嘉
）-1-五

出
納
主
任
理
弗
交
特
；
塩
合
ぐ
目
己
ノ
取
扱
二
係
IV

一
切
ノ
肉
類
並
二
出
納
計
鉢
苔
及

11眼
目
絲
チ
作
成
ジ
理
事
若
ク
こ
監
査
役
タ

Iv
評
議



論
”

五
口

吾
＂

H
間
朝
請
は
孝
経
四
苫
を
順
請
し
て
徳
性
を
涵
脊
し
仁
義
忠
学
の
蹴
徳
を
維
持
'
/
東
洋
道
徳
の
摯
晶
華
を
知
得
す
る
に

衰
す
る
を
以
て
目
的
さ
す

（乙）

（
松
山
放
授
）

二

、

湘

目

及

目

時

-＂、目

日

眼

朝

講

楚
廊
、
詩
紐
（
自
衛
凰
）
、
先
秤
叢
談

諧
千
概
謁
、
荀
子
、
付
文
正
公
家
訓

萬
逹
迅
抄
、
開
祀
訳
抄

理
學
宗
偲
（
松
山
殻
授
）

萬
葉
集
（
林
請
師
）

紐
干
簡
綴
、
孟
子
、
詩
経
（
至
邪
風

j

（
吉
澤
諧
師
）

（
財
憚
講
師

（
武
内
講
師
）

勺むい

祝
詞
宜
命
抄
、
萬
葉
集
選
、
古
湘
訥
抄
、
古
今
迅
葉
、
新
古
今
屯
選
、

故
西
村
請
師
）

飾
週
H
瞭
日
（
罰
彗
麟
）

三

、

請

義

低

了

翡

目

古
今

周
易
程
側
（
松
山
敬
授
）

（
林
請
師

論
語
、
萄
祁
認
苔
抄
、
苫
鍔
、
宋
名
円
言
行
條
抄
、

皓
奸
晶
、
迦
黒
絲
（
松
山
教
授
）

飾
逍
木
曜
日

（
同
前
）

支
那
學
概
論
（
吉
田
助
殺
授
）

侮
週
水
瞳
H

（
同
前
） 三

六



「
カ
ン
ト
」

文
學

哲
學

ゲ
，
ル
ン
ド
＞
ー
ゲ
ン
尺
ツ
ー
尺
メ
ク
フ

i
デ
ッ
ク
、
デ
尺
ジ
ッ
テ
ン

隔
`
＇
ー
~裟＂

経
（
一
回
）

む
る
を
主
義
'
y
J

す

「
カ
ン
ト
」

三

、

諮

義

低

了

週
（
第
一
、
三
、
五
）

「
ゲ
ー
テ
」

フ
ァ
ン
以
〗
ン
ダ
炉
、
プ
リ
ン

シ
プ
lV
ブ
ォ
プ
、
ゼ
、
メ
ク
フ

イ
ジ
ッ
ク
ス
、
オ
プ
、
エ
ジ
ッ

ク
ス
（
ア
茶
ッ
ト
英
認
）

愈
胃
（
鱈
疇
蒻
）

フ
ア
ウ
ス
ト

週
（
第
二
、
四
）

＝ ~ ~ 

ヽ

請

二、

既

了

目

金
間
H
（
詞
訓
）

（
藤
代
請
師
）

目

及

日

時

文
科
請
義
は
東
西
の
名
著
を
講
じ
文
科
に

ー

．、-
I

 

r
J
 

L
H
 

孝

（
丙
）

文

科

論
語
、
孟
チ
、
大
梨
、
巾
肘
各
I
I
§
)

（
藤
井
晶
師
）

難
井
請
師

白
乗
天
曲

（
鈴
木
請
師
）

朱
子
語
文
粘
要

一七

二

（
松
由
放
授
）

る
學
術
の
研
究
に
賽
す
る
を
以
て
目
的
こ
し
東
西
雨
洋
を
雉
修
せ
し



孟

子

概

説

目
的
マ
J

す （甲）

一
、
目

定

期

請

演

二、

消
沈
徳
潜
杜
詩
偶
評

講

「
カ
ン
ト
」

。
フ
ロ
＞
ゴ
メ
ナ

生

命

の

諸

相

（
朝
永
諧
師
）

（
鈴
木
請
師
）

定
期
講
派
は
文
科
に
屈
す
る
諸
學
の
高
等
な
る
學
術
的
知
識
を
普
及
し
文
化
の
向
上
學
術
の
研
究
に
資
す
る
を
以
て

二
、
現
行
講
演
題
目
及
日
時

東
西
雨
文
明
の
藝
術
史
的
考
察

自
大
正
五
年
十
一
月

至
同

4

ハ
年

1

一
月

（
毎
週
士
曜
日
午
後
七
時
ョ

l
同
九
時
マ
デ
）

三
、
既
了
講
演
題
目
並
講
師

ェ
十
三
請
）

的

丸
粋
獨
逸
語
叢
背
第
二
巻
人
物
評
論
、
雪
山
俊
夫
絹

演

狩

野

直

喜

京
都
帝
國
大
埠
文
堺
部

放

按

文

學

栂

士

京
都
帝
國
大
學
理
堺
部
放
授
理
學
士

川

村

多

賓

逸

叩

帝

闊

盗

妥

誓

教

授

斎

圭

澤

村

専

太

郎

>
1
ペ
ン
、
ウ
ン
ト
、
ど
ル
ヅ
ン
グ

（
藤
代
講
師
）

＿入



印
度
の
文
化
さ
其
湖
流

朝

鮮

の

文

化

H
木
に
於
け
る
信
仰
さ
美
術

國
史
上
に
於
け
ろ
祉
會
問
題
年
＇
六
請
）

支

那

通

設

背
年
の
心
理
及
其
教
育

現
代
に
映
れ
ス
西
洋
古
代
文
叫

詩

迎

杜

甫

支
那
に
於
け
ろ
史
の
起
源

近

世

の

H
木

「
カ
ン
ト
」
の
倫
理
堺

「
カ
ッ
ト
」
の
前
さ
後

支

那

通

誂

老

子

評

ム
躙

ぎ

a

國

史

新

諸

（
八
講
）

(
+
―
諜
）

（
十
五
諧
）

（
十
六
講
）

（
十
四
請
）

（入

拿
＇
四
請
）

拿
＇
三
講
）

(+-1一講）拿
十
三
講
）

（
十
謡
）

請）

千

懇

（
十
三
講
）

（
六
講
）

自
同

至
同

白
同

至
同

自
同

室
同

自
同

至
同

自
同

至
lnJ

白
同

至
同

自
同

干
同

内
同

至
同

自
同

至
同

自
同

至
同

自
同

至
同

自
同

至
同

自
同

釜
同

白
同

至
同

自
同

至
固

入
年
十
一
月

九

年

六

月

九

年

四

月

九
年
十

Jl

九

年

四

月

十
年
ニ

JJ

九

年

四

月

九
年
十
二
月

九

年

九

月

十

年

三

月

入入九八入入入七入七七七七七六六七六六五
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

輝三九六四三九四九六二 六 一 - 占 六 一 六 五 古

月｝］月月月月月月月）i月月月月 }1月月｝］月）J

京
都
帝
國
大
睾
文
學
部

放

授

文

學

拇

士

同 京
都
帝
國
大
根
文
母
部

助

教

授

文

學

士

同 同 同 同 l司 同 同 inJ 
同 同 同

＼
同

九 今

西

龍

浦

周

行

桑

原

隠

蔵

野

上

俊

犬

阪

日

＂ よIl

藍

井

他

治

耶

鈴

木

虎

雄

高

瀬

武

次

郎

内

森

虎

次

郎

朝

永

三

十

郎

澤

村

郭

太

郎

松

本

文

三

郎

内

田

銀

蔵

桑

原

随

蔵

浦

周

行



有
史
以
前
の

H
本

日
本
語
の
由
来

國

字

の

話

（

八

請

）

H
本
民
族
概
訊

ム
町

至
n

几

n
titi"" 

支
那
史
上
の
偉
人

H
本
文
化
の
過
程

陸

象

rll
の
學
説

H
支

文

化

関

係

道
徳
息
想
の
骰
逹

（
五
謡
）

（
五
請
）

概
説
(
+
請
）

現
代
放
育
黒
湖
批
判

拿
十
二
講
）

（
六
請
）

（
十
九
請
）

（
十
四
講
）

古
代
印
度
に
於
け
る
美
術
に
就
て
(
+
三
講
）

西
洋
の
藝
術
及
藝
術
論

（
六
請
）

(
+
―
池
叫
）

（
九
詣
）

恨
界
戦
争
の
話
（
九
請
）

（
十
諧
）

近
世
支
那
概
観
(
+
五
請
）

自
圃

至
岡

自
同

室
同

自
同

至
岡

,lffJ 

~
 至

同
自
同

至
同n同

至
同

自
同

至
同

白
同

至
InJ

自
同

至
同

自
同

至
同

自
同

至
圃

自
同

至
桐

自
同

至
InJ

自
同

至
同

自
同

至
同

十

年

一

月

十
年
十
一
月

認

□i

十

年

三

月

十
年
十
一
J
j

十

年

五

月

+
i
t
十
二
月

十

年

九

月

十
一
年
三
月

十

年

十

一

月

十
一
年
十
二
月

十

年

十

一

月

十

一

年

九

月

十
一
年
四
JJ

十
二
年
三
月

+
：
年
一
月

十
二
年
三
月

十
二
年
四
月

十
二
年
六
月

十
二
年
四
J
j

十
二
年
十
月

十
二
年
九
月

十
三
誓
J
j

ト
ニ
年
十
一
月

言

屈

四

月

十
三
年
四
jj

十
一
こ
悶
Jj

+
1
1
一
年
四
月

十
三
年
六
月

同 同 同 同 同 同 同 同 同 lnl 
同 京

拙
哨
國
大
學
文
學
部

数

狡

理

學

拇

士

京
都
帝
圃
大
染
文
學
部

敦

投

文

翡

栂

，

エ

同 同

濱

田

耕

作

新

村

吉

澤

義

則

喜

川

貞

出
•:J 

ゴ
に

狩

野

直

喜

桑

原

院

蔵

小

酉

煎

直

原

勝

郎

野

上

俊

夫

植

必

三

郎 tt
、

t

田

り

多

9;‘ 9
4
 

.t 
内

藤

成

次

郎

小

) I l 

琢

治

高

潮

武

次

郎

矢

野

仁

四
〇



（乙）

人
格
士
義
の
綸
理

中
世
支
那
に
移
住
P

．
し
西
城
人

H
韓
上
代
期
係
史

藝
術
批
判
史
概
諜

支
那
の
政
沿
文
化
及
祉
會

縦

國

字

の

話

法

制

の

骰

逹

大
乗
佛
放
の
喫
旨

!/，J 

晶

概

訛

一
、
目

通

俗

請

演

（
六
請
）

（
五
講
）

（
五
講
）

（
六
講
）

（
六
晶
）

（
六
講
）

H
木
に
於
け
ろ
社
會
生
活
の
疲
逹

家
庭
敦
脊
さ
祉
會
牧
育

古
代
巾
央
亜
細
亜
の
文
叫

（
七
請
）

（
四
講
）

（
七
油
）

（
五
議
）

（
入
請
）

（
五
油
）

り,"H 

白
同

至
同

fl
同

至
詞

自
同

至
圃

自
同

至
詞

自
同

至
同

自
同

至
同

自
同

至
同

自
同

至
同

打
司

至
同

自
同

至
同

至自至自
I司圃 liUInJ

通
俗
請
演
は
一
般
市
民
の
常
識
を
探
ひ
品
性
を
阿
上
せ
し
む
る
を
以
て
目
的

Jゞ

す

十
四
年
一

Jj

十
四
年
三
月

十
四
年
一

Jl

十
四
年
三
月

十
四
年
四
月

十
四
年
六
凡

十
四
年
四
月

十
四
年
六
月

十

四

年

九

月

十
四
年
十
二
月

卜

叫

年

九

月

十
四
年
十
二

JJ

十
五
年
一
月

十
刃
年
三
月

十
五
年
一
月

十
五
年
三
月

十
五
年
四
月

十
五
年
六
月

十
五
年
叶
月

十
五
年
六
月

1

4

『

f
9
u
j

1
-―
―
り
）
）

十
三
年
十
二
月j

 
J
 

-JJ 

同 同 同 同 同 同 同 同 同 3"ソ
r"r 

rnJ 
同

四，
藤

井

偲

治

耶

桑

原

随

蔵

深

田

康

銘

今

西

矢

野

仁

吉

龍

澤

義

則

油

周

行

四

IIl
直

二

郎

松

本

文

三

郎

野

上

俊

夫

羽

田

ずf
コ企

高

湖

武

次

郎



家

庭

さ

化

學

同

入

年

十

二

月

朝

H

奈

晃

十

戦

後

の

大

阪

商

人

同

八

年

十

一

月

喜

多

父

貨

幣

の

府mE” 

同

入

年

十

月

甲

賀

宜

商

悦

人

の

母

問

所

同

八

年

十

月

文
學
博
士

大

阪

造

幣

局

技

師

工

學

博

士

H
木
棉
花
株
式
會
社
祉
長

大
阪
高
等
工
業
學
校

放

授

西

村

時

彦

遠

餅

↓

J

眼

病

同

八

年

十

月

習

隙

士

有

澤

大

戦

な

顧

み

て

同

入

年

九

月

ヨ

木

デ
モ
ク
ラ
ジ
ー
さ
い
ふ
事

同

八

年

九

月

非

井

他

治

郎

子
供
の
躾
方
に
就
て

同

八

年

七

月

松

定

徹

源

の

遠

條

同

八

年

七

月

大
阪
習
科
大
學
敦
授

竪

學

拇

士

大

阪

控

訴

院

検

事

京
都
帝
闊
大
楳
文
學
部

教

授

文

楳

iW±

＊
阪
高
等
商
業
恩
校
放
狡

和

田

豊

種

余
が
大
阪
に
就
職
以
来
鐸
渭
界
の
所
感

同

入

年

六

月

L
1
 

｝
 

岡

直

温

三
、
既
了
講
演
題
目
並
講
師

尊
敬
す
べ
き
貨
業
家
夫
妻

大

正

入

年

六

月

坂

京
都
帝
國
大
學
文
學
部

放

授

文

學

博

士

ロ

（
侮
月
適
宜
の
日
曜
日
に
開
く
）

演

題

未

定

同

怯

學

士

田

村

徳

治

國

際

聯

盟

の

話

第

一

回

九

月

）

（

第

二

回

十

月

第
一
回
十
一
月
）

（
第
二
回
十
二
月

二
湯
現
行
題
目
及
日
時

京

都

沿

國

益

學

法

翌

部

末

廣

重

雄

敦

授

法

學

博

士

四

磁 政 潤 郎 吉 昂



今

H
の

統

滑

界

宜
業
上
重
喫
問
題
に
就
て

度

抵

衡

の

恨

の

巾

窒

索

工

業

に

就

て

―
二
の
戦
後
問
題
に
就
て

衡

平

主

義

文

化

都

市

の

建

設

印

度

及

南

生

活

吹

袴

の

原

理

経 仁 適
者
生
存
さ
國
民
泣
徳

生

活

の

吹

務 義

貿

易

の

危

機

米
國
に
於
け
ろ
現
宜
主
義
ゞ
理
想
主
義

羊
頭
か
褐
げ
狗
肉
な
賣
る

部

市

計

煎

に

就

て

人

生

の

行

路

同 司 同

九
年
十
一
月

九
年
十
二
月

九
年
十
二
月

同

九

年

十

一

月

同

九

年

十

月

同

九

年

十

月

同

九

年

七

月

同

九

年

七

月

l,i] 同 同

九

年

六

月

同

九

年

六

Jl

同

九

年

五

月

同

九

年

五

月

同

九

年

二

月

同

九

年

二

月

同

八
年
十
二
月

九

年

三

月

九

年

三

月

大
阪
府
商
工
課
長

大
阪
府
技
師

大
阪
市
立
工
業
學
校
貶

大
阪
朝
日
新
間
編
輯
局
長

大
阪
府
立
高
渾
巾
愚
校
長

四
高

原
杉 闊

住

友

理

事

湯 秦

川

工

學

拇

士

庄

司

市

太

郎

川

工

學

博

士

片

岡

舟、1

百

澤

大

阪

府

技

師

井

上

砲

五

郎

大
阪
府
主
事

住
友
総
理
事

鈴

木

馬

左

也

増

田

大
阪
府
主
事

菊

泊

寛

操 稔 吉

政

治

郎

安

文

帷 糾

}E 

雄

大

阪

府

主

事

赤

松

郁

＊

耶

成

田

軍

平

工

堺

博

士

直

木

倫

太

耶

住

友

理

事

山

下

芳

太

郎

成

田

軍

平



有
用
な
ろ
金
喝
に
就
て

條

件

論

的

生

命

魏

飛

行

船

の

話

紫

外

綿

の

話

下

水

の

鹿

分

動

物

の

智

慈

石
炭
鑽
業
さ
坑
夫
生
活

太

陽

の

熟

度
益
衡
法
攻
正
に
伴
ふ
規
栢
統
一
に
就
一
J

尾

崎

雅

嘉

に

就

て

富

永

仲

基

に

就

て

草

間

直

方

に

就

て

栂

本

宗

吉

に

就

て

上

田

秋

成

に

就

て

高
橋
作
左
術
円
父
子
の
事
賊

山

片

崎

桃

な

憶

ふ

木
村
兼
段
堂
な
憶
ふ

同 同 同 同

十

一

年

六

月

同

十

一

年

五

月

同

十

一

年

四

月

同 同 同 同

十

年

二

月

十
年
十
一
月

十

一

年

二

月

十

一

年

三

月

十

一

年

九

月

十

一

年

十

月

十
一
年
十
一
月

同

十

一

年

l

月

同

十

年

十

二

月

同

十

年

六

月

同

十

年

五

月

同

十

年

四

月

同

十

年

―

―

-
J
j

同

十

年

月

同 同 同 同 同 同 同 同

工

學

拇

士

近

重

幣

學

博

士

石

川

H
出

鶴

丸

工

學

博

士

濱

部

源

太

郎

理

學

博

士

木

村

工

學

博

士

大

井

泊

理

學

拇

士

川

村

多

宜

工

學

拇

士

井

出

健

理
學
栂
土

新

城

新

蔵

本

野

京
都
帝
国
大
學
放
授

工

染

栂

士

同 大
阪
府
立
闘
苦
前
長

京
都
帝
圃
大
學
放
授

文

學

冊

士

同 同

文
堪
拇
士

京
都
帝
國
大
學
敦
投

文

學

拇

士

吉

澤

義

llll 

内

藤

虎

次

郎

今

井

買

土

届

r
 

J
 

器↓"“ 新

村

内

藤

成

次

郎

i

す

杯

i
`

四
四

浜

湿

正

路

元

六 亨 作

乙

男
I
I
 

廿

時

彦



利
室
の
衛
生
學
的
研
究

生
物
の
成
長
'
1
)

其
の
成
分
こ
の
開
係

空
巾
に
於
け
ろ
誼
氣
の
活
勁

建

築

の

形

の

綾

逗

人

生

さ

植

肋

普
選
を
中
心
ヽ
さ
し
た
る
政
治
問
題

最

近

の

法

律

思

想

地
殻
の
鉤
合
及
愛
勁

同 商

法

．の

話

裁

判

同 刑

法

の

話

親

子

婚 親

姻

の

（
第
一
回
）

（
第
二
同
）

舌1-t-n （
第
一
圃
）

（
學
二
阿
）

間，

係の

の

話 話 舌w-n 

化
緊
さ
位
叫
氣
の
関
係
に
就
て

直

族

の

詞

十

三

年

六

月

同

十

三

年

五

月

同
十
―
―
一
年
四

JJ

同

十

三

年

三

月

同

十

三

年

二

月

同 同
十
二
年
十
二
月

詞
十
二
年
十
一
月

同

十

二

年

十

月

同

十

二

年

九

月

同

十

二

年

六

月

同 同 同 同

十

二

年

二

月

十
二
年

1

一
一
月

十

二

年

四

月

十
二
年
五

Jl

十
三
年
一

月

同

十

二

年

入

月

同

十

一

年

十

二

月

In] 同 同 同 同 同

筑
學
拇
士

戸

rn 

正

小

ェ
學

士

,＼忍

養

利

工

墨

煎

士

武

田

五

同

郡

拗

蜆
學
拇
士
松

同

京
都
帝
國
大
學
放
授

怯

嬰

栂

士

同 同 同 同 同 同 同 同 同

同 同 同 同 同 同 同

四
五

松 I l l 

市

村
管

原

脊

法

堺

博

士

山

田

正

茂 郎
バP•
ムL

基

範

光

悪

烏

賀

陽

然

良

烏

質

陽

然

良

宮

本

英

脩

宮

木

英

脩

宮

本

英

雄

宮

本

英

雄

法

學

士

宮

本

英

雄

中

澤

瓦

夫



同 同 政

照

論

経

齊

の

夜

逹

（
第
一
阿
）

（
第
二
圃
）

大
戦
の
回
顧
さ
戦
後
の
買
易
逆
調

世

界

細

清

の

特

宜

綜
演
さ
逍
徳
さ
の
問
係
及
令
致

（
第
一
肘
）

（
第
二
回
）

（
第
三
回
)

農
村
問
題
の
息
叫
的
背
穀

天
蓮
人
事
敷
無
暴
同
さ
の
説
に
就
て

我
國
現
時
の
財
政
に
就
て

同 我
國
の
租
就
慨
系
に
就
て

同
民
の
悔
外
疲
股
問
題

人

さ

自

然

科

染

の

浚

逹

勁

物

生

疾
病
の
起
源
井
に
共
誼
義

工
業
の
疲
逹
7
J

自
然
科
學
的
研
究

同 同 同

十

五

年

一

月

同 同

年

二

月

同

十

四

年

十

月

同

十

四

年

九

月

同

十

四

年

六

月

同

十

四

年

五

月

同

年

四

月

詞

十

四

年

1

一
一
月

同

十

凹

年

二

月

同 同 同

+＝
1

年
十
一
月

十
三
年
十
二
月

十
四
年
一

月

十
四
年
十
一
月

十
四
年
十
二
月

年
一

1

一
月

同

十

三

年

十

月

:

L

j

 

圃

1
-
―-
A

}

J

同 同 同 同 同 同 同

同 同 同 法

墨

血

ヱ

士

田

島

錦

治

法

愚

士

作

同

市

村

心光

縣

市

村

光

躯

市

村

光

縣
田

荘

河

田

嗣

耶

法

學

栂

士

貼

部

静

治

京
都
帝
國
大
堺
講
師

法

染

拇

士

京
部
帝
國
大
県
放
授

法

堺

士

同

同
同 同 同 同 固 詞

同 理
學
博
士

小

島

9
ー"

E
 

太

郎

小

川

郷

太

郎

本

庄

榮

次

郎

同

卸

滑

哄

隙

士

木

庄

榮

次

郎

稗

戸

正

雄

法

學

拇

士

＊

山

本

美

越

乃

理

學

博

士

新

城

新

蔵

理

學

閲

士

川

村

多

宜

竪

母

膊

士

祁

浪

`•I 
I

『-～ー

田

卯

四
六

鑑 那



恒

各
國
の
政
治
紺
峨

孝
経
、
四
書

（
吉
田
助
数
授
）

三、

H

祭

餌
逍
月
木
土
曜
H
の
三
回
午
後
一
時
よ
り
同
六
時
ま
で
の
間
に
於
て
末
堂
順
に
之
を
授
<

四

、

恒

祭

並

記

念

講

演

鉗
年
一
回
組
快
捻
堂
師
悩
諮
先
生
恢
邸
堂
記
念
會
物
故
諸
先
生
並
に
功
芳
者
の
恒
祭
を
執
行
す

.
 
ヽ

粛

時 目

索
誤
は
徳
性
の
涌
脊
並
に
淡
學
の
學
習
に
賢
す
る
を
以
て
目
的
マ
J

す

同 同

一
、
目

一
こ
、
素

盃
第
三
圃
）

（
第
一
阿
）

盆
印
二
圃
）

h り ヨ'.仝
讃

Iiij In] 同

年

六

月

年

五

月

十
五
年
四
月

同 同• I司

同 岡

四
七

森

日

森

日

法

堺

士

森

日

繁

治

繁

泊

繁

治



孵
年
恒
祭
執
行
後
碩
學
セ
聘
し
て
記
念
請
演
會
を
行
ふ
請
演
題
目
並
に
請
師
左
の
如
し

蘇

井

促

治

郎

京
陥
帝
國
大
県
敦
狡

文

阜

拇

士

敬

lこ

就

（乙）

入
J ーし―-=＂ 
て

念

講

演

大

正

六

年

十

月

西

村

時

彦

坂

仲

輔

住
友
吉
左
衛
門

土

居

通

夫

水

落

庄

兵

術

上

野

理

鈴

木

馬

左

批

小

山

健

物

故

功

勢

，

者

内

田

銀

載

原

膀

郎

西

村

時

彦

物

故

請

師

二
、
恨
徳
堂
記
念
會
物
故
諧
先
生
並
功
勢
者

（
訓
故
順
に
披
乞

中

井
懐
徳
堂
五
同
志

焦

園

中

井

碩

果

中

井

桐

園

並

河

寒

泉

中

井

柚

園

井

上

赤

水

五

井

閣

洲

二

宅

春

棲

中

山

竹

山

中

井

履

軒

二

宅

石

避

二

輪

執

壺

一
、
懐
棋
堂
師
個
諸
先
生

（甲）

祭

神

伊

藤

東

涯

中

井

梵

瑶

四
入

並

河

誠

所



五、

紳
閻
て
ふ
皿
民
的
信
念
に
つ
き
て

竹
山
先
生
の
競
洲
堺
誂

僻
政
の
修
養
法
に
就
き
て

孔

子
同

十

四

年

十

月

同 同

十

三

年

十

月

大
阪
の
過
去
な
顕
み
て

仁
義
~
J
正
義
人
逍

同東
京
帝
國
大
學
終
授

文

學

拇

士

点
部
帝
國
大
學
牧
桧

文

搭

栂

士

東
京
帝
l
d
q
・
大
學
牧
狡

文

學

拇

i

注
學
拇
士

東
京
齊
國
＊
同
牧
投

文

學

拇

士沖
學
拇
士

東
京
帝
國
大
學
牧
採

文

搭

拇

士

屯
講
帝
叫
大
學
牧
狡

謎

楕

學

凹

士

東
京
帝
國
大
學
放
狡

文

邸

ヂ

態

士

大
正
十
一
年
十
月
八
日
、
孔
子
歿
饂
一
千
四
百
年
を
記
念
せ
む
が
た
め
に
し

四
九

に
於
て
ロ
ロ
平
校
幽
堂
膵
莫
儀

岡

1 i l 

正

之

木

庄

榮

治

耶

宇

野

村

人

國

恨

擁

護

同
十
二
年
十
一
月

千

費

訥

太

郎

僻
放
の
殺
國
に
於
け
ス

岡

) I・へ

上

平i

次

郎

時
勢
の
要
求
な
述
べ
て
偉
孜
の
活
用
に
及
ぷ
同
十
年
十
月

仁

傑

磁

松

中
井
竹
由
先
生
か
憶
ふ

同

！→ ---

参

次

歴

典

的

慎

理

］
 

｝
 

し

F
r

4
ノ

J

~

司

四

田

叢

多

郎

同

服

部

宇

之

1.3 

T
r
 

報
恩
主
義
さ
社
會

lHl囮

同

八

年

十

月

田

島

錦

治

枇 背

學

的

理

想

主

義

利

思

想

同 hi） 

七

年

十

月

京
都
帝
國
大
染
放
授

法

堺

拇

士

同

祖

田

しオ

萬

朝

永

9

)

 

十

関

宋

代

の

士

風

同 同

松

I I I 

伊

庭

直

蔽

貞

屑1J



注
を
参
酌
し
て
孔
千
祭
を
行
ひ
、
左
の
記
念
請
演
を
行
ひ
、
兼
ね
て
論
語
義
疏
を
校
印
せ
b
o

大
正
十
一
年
は
孔
子
歿
後
二
千
四
百
年
に
恰
常
す
る
を
以
て
、
之
を
記
念
せ
む
が
腐
に
、
論
語
義
疏
を
校
印
し
、
請

西
村
時
彦
君
の
懐
徳
堂
考
は
曾
て
大
阪
朝
11
新
聞
に
辿
載
せ
ら
れ
し
が
、
列
本
ぐ
J

し
て
泄
に
弘
布
せ
ざ
り
し
よ
り
、

大
正
十
四
年
十
一
月

P

本
堂
に
於
て
五
百
部
を
限
り
重
印
し
．
末
尾
に
懐
．
悶
堂
復
興
小
史
及
ひ
中
井
木
低
肱
君
撰
す

三
、
快
低
堂
文
科
學
術
請
演
集
第
一
輯

大
正
十
四
年
よ
り
餌
年
一
阿
莉
く
は
敗
回
快
捻
堂
誦
油
集
の
漿
列
せ
ら
る
ヽ
こ
．
こ
ヽ
な
り
、
定
期
講
痰
の

る
ご
こ
ろ
の
懐
徳
堂
年
諮

Y

ぜ
附
印
せ

b
o

．
 

ヽ

悛

徳

堂

考

師
武
内
義
雄
君
導
ら
そ
の
任
に
営
る
。

ヽ

論

語

義

疏

本
年
迄
に
左
の
出
版
を
な
せ
b
o

1

、、
h

J

ノ

l
ー

版

論
語
里
仁
節
富
興
梵
卒
請
筏

怯

繰

堂

教

捻

文

堺

士

松

山

直

蔵

孔
子
他
の
一
節
に
就
き
て

京

都

帝

閏

大

學

放

採

文

學

拇

士

狩

野

直

荘
五
0

部
を
編



の
利
子
を
以
て
、
前
記
規
定
に
披
り
洸
學
研
究
者
を
補
助
奨
鳳
す
。

本
曾
は
永
田
仁
助
君
が
瑛
學
奨
厠
の
た
め
に
寄
附
せ
る
金
五
萬
皿
を
基
金
と
し
て
、
年
々
基
金
よ

b
生
す
る
ご
こ
ろ

八
、
奨

楚

僻

ミ

茂

賦

牧
燦
石
宰
渫
苫
に
就
い
て

老

子

概

訛

左
の
如
し

大
正
十
四
年
入
月
五
H
よ
り
一
逍
間
、
快
捻
堂
に
於
て
支
那
學
に
賑
す
る
夏
季
請
習
會
を
開
け
り
、
請
師
井
に
題
目

七
、
講

g俎
子-

し
た
る
も
の
は
同
年
六
月
、
恢
徳
堂
文
科
學
術
請
演
築
の
名
に
よ
っ
て
第
一
輯
を
東
京
弘
誼
館
よ
り
薇
行
せ
り
。

四
、
恢
癒
堂
百
科
通
俗
講
演
梨

通
俗
講
演
の
一
部
を
編
し
た
る
も
の
は
前
記
の
恢
低
堂
文
科
學
術
講
煎
築
＜
占
皿
じ
く
、
同
年
同
月
、
恢
低
堂
百
科
通

俗
請
演
集
の
名
に
よ
り
て
、
第
一
輯
を
東
京
弘
道
館
よ
り
漿
行
せ
り
。

大
阪
高
等
痕
校
牧
技
文
學
士

習

t
l
t

芝

渠

＂

べ

;

し

汎

r

文

學

士

石

濱

純

太

郎

東

北

帝

圃

大

學

敦

捻

文

恐

士

武

内

義

雄

五
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月

五

H

本
堂
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念

El

十

月

十

七

"
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+
-
H

夏

季

休

業

終
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七

月

H
 

夏
季
休
業
始

七

J
l
-
=
+
H

四

J
J
+
-
H

四

月

第
三
期
議
義
終

J

.

史
d
、

クペ

1
1
1
,
i
-

そ

川

＾

1

春

季

休

業

終

第
二
期
高
義
始

明
治
天
皇
祭

四

月

十

8

月一

1
-
+
-
H

第
一
期
講
義
終

H

春
季
休
粟
始
．

一
月
十
一

H

第
一
期
講
義
始

1

"

'
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{
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-
f
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-． 

! ! 

懐

捻

堂

學

年

元

元
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始

祭

愛
甲
兼
逹
氏
の
委
託
に
係
る
故
籾
山
表
洲
翁
駕
識
粛
全
部
を
歳
儲
す
。

十
二
月
廿
一

H

+
J
j
-
1
-
+
-
H
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日
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秒

ノ

八
月
弓
T
-
H

六
月
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-
+
H

第
―
一
皿
講
義
終

四
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-
H

碑
武
天
＂
立
祭
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↑

f
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沿
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月

冬
季
休
業
終

秋

季

皇

虚

祭

天

長

節

説

H

冬
季
体
業
始

天

是

節

春

季

悲

露

笈

（五）

本
會
は
懐
徳
堂
文
庫
を
公
開
し
て
淡
學
研
究
者
に
便
す
、
該
文
庫
は
故
西
村
時
齊
君
を
記
念
せ
む
が
た
め
に
、
故
両

村
博
士
記
念
會
よ
り
本
會
に
寮
附
せ
ら
れ
た
る
同
博
士
沓
啜
苫
全
部
よ
り
成
る
碩
園
記
念
文
庫
及
本
會
戴
害
の
外
、

九＂

＼ 文

庫

公

開

直
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＿
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1
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第
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入
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第

四
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（

大

正

九

年
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関
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V
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言
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五
―
―
]
、
0
g
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ヘ
―
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―
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九
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玉

、

0

九

、
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―
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―
-
、
一
六
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-

E

-
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―
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、
西
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1

ヘ
一
、
0
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七

四

正
十
一
年
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三
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ピ
一
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―
―
―
-
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↑
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六

ニ
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公
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工

業

會

枇

店

庶無
職
（
冠
遭
こ

婦

人

全

賂

請

生

敷

（
大
正
六
年
）

＝

第

二

年

（

大

正

七

年

）

一

ー一

一

第

一

年

―

-

一

ー

訓

―

二

関

―

―

―

―

期

―

―

一

期

＿

二

拇

一

三

期

五
開
璧
百
分
墾
喜
翡
竿
百
分
生
警
誓
屑
羞
冒
嵐
1
ハ
覧
冒
羞
＿
百
分
甕
冒
羹
可
分
串
ー

四、

定
日
講
義
腿
講
生
地
方
別
統
計
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度
＿
＿
第
九
年
（
大
十
四
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―
•
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し
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一
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1
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此
謡
生
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百
輩
誓
芹
望
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輩
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羞
＿
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、
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一
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ニ
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ろ
の
行
事
を
宵
行
し
て
、
其
の
目
的
を
逹
成
す
る

ビ
同
時
に
、
會
員
協
カ
一
致
し
て
堂
の
総
め
に
披
す

Jゞ

こ
ろ
鮮
少
な
り
ご
せ
ず
、
。
現
在
會
員
九
十
除
名
な
り
0

趣
意
害

悛
徳
堂
開
講
以
末
弦
二
七
年
昏
其
ノ
間
咄
賢
の
殺
ヲ
聴
ぎ
プ
之
ヲ
喜
プ
モ
ノ
蓋
敷
百
人
、
想
フ
＝
一
吾
八
卜
道
ヲ
共
＝
―

シ
築
ヲ
同
ウ
ス
JV

モ
ノ
亦
砂
少
ナ
ラ
ザ
炉
ベ
ジ
0

然
ン
ド
モ
飾
請
時
ヲ
計
'
-
プ
緑
筵
二
列
シ
、
請
終
9
ー
プ
直
チ
ニ
解

附

懐

徳

堂

堂

友

會

録

キ
ヲ
惜
ム
0

是
ヲ
以
テ
菩
人
敢
ラ
自
ラ
瑞
ラ
ズ
堂
友
會

-
8
 



第
六
條

ト
ス

第
五
條

第
四
條

第
一
一
條
本
曾
事
務
所
ヲ
悛
磁
堂
内
二
設
ク

第
二
條

第
一
條

堂

友

會

會

則
青

木

潤

坂

田

廣

吉
1
0
 

平

野

得

野

口

幸

雄

山

本

楢

倍

小

沼

景

平

阪

島

溜

一
1

一
郎

小

松

熊

之

助

太

田

勘

兵

衛

本
會
ヲ
堂
友
會
卜
稲
ジ
悽
徳
堂
賄
請
生
（
定
H
請
議
．
文
科
講
義
、
定
期
講
演
ノ
賭
講
者
井
二
素
讀
科
生

ヲ
モ
合
ム
）
井
―
益
日
テ
聰
講
生
ク
リ
ジ
モ
ノ
ヲ
以
テ
組
織
ス

本
會
こ
快
低
堂
ノ
艇
旨
二
逗
ヒ
徳
性
ノ
誦
発
智
識
ノ
向
上
及
ビ
堂
友
ノ
親
睦
ヲ
闘
Jv

ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

冬
夏
二
凹

9,11
ニ
於
プ
茶
話
會
ヲ
開
キ
學
術
ノ
研
究
討
論
及
ビ
相
互
ノ
意
見
交
換
ヲ
ナ
ス

春
秋
二
阿
適
常
ノ
日
二
於
テ
探
膀
會
ヲ
催
ス
捌
任
幹
事
一
二
名
＾
侮
會
之
ヲ
選
撃
シ
翡
用
＾
参
加
員
ノ
負
搬

適
常
l

年
ヲ
以
テ
恢
稔
堂
二
於
テ
粋
莫
ヲ
行
フ

悛

起

人

大
正
十
二
年
六
月

岡

田

玄

碩

中

川

幸

井

上

正

美



第
十
一
條

鉗
年
三
圃
會
報
ヲ
羞
打
ジ
堂
ノ
朕
況
會
員
ノ
奇
稿
井
二
會
員
ノ
動
前
ヲ
掲
載
ス

壻
列
ス
炉
コ
ト
ア
炉
ベ
ジ

本
會
二
曾
長
壼
名

b

主
幹
嚢
名
沿
幹
事
五
名
ヲ
骰
キ
會
務
一
切
ヲ
麻
理
ス

ジ
冬
プ
茶
話
會
二
於
テ
改
選
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス

第
す
條

本
會
二
名
恐
會
員
ヲ
骰
キ
恢
徳
堂
記
念
會
講
師
丼
二
理
事
ヲ
推
選
ス

第
九
條
會
員
ハ
會
費
ト
ン
テ
節
年
金
壼
皿
或
拾
錢
ヲ
醐
出
ス
炉
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
會
員
＾
悛
徳
堂
恒
祭
ノ
祭
事
井
ー
ー
用
務
ヲ
助
ク
JV

モ
／
ト
ス

第
七
條

但
幹
事
ノ
任
期
（
一
ヶ
年
ト

1011 但
シ
必
要
二
應
ジ
臨
時



大

正

十

五

年

十

月
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五

日
大 印
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